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刊行にあたって 

 

巻  頭 

 佐渡学センター所長 高藤一郎平   

 

 一年間大変お世話になりました。 

 平素から、佐渡市内の博物館関係施設の運営、管理などにご協力いただきましてありがと

うございます。日々の仕事が、市民の皆さんの支えで進んでいることを実感しています。 

 本年度は佐渡学センターの組織変更がありました。 

佐渡市発足早々からの懸案であった「佐渡市文化振興財団」を発足するための布陣とし

て、佐渡学センターでは文化学芸係、文化振興係の体制を敷き、学芸係は主に博物館関係施

設の管理・運営を担当し、振興係が財団発足準備と文化イベントを担当するという二本柱が

動き始めました。 

 佐渡博物館では、ペットボトルアート「朱鷺の舞う佐渡の自然」という特別展を開催しま

した。作者の本間ますみさんは八幡の出身で、すでに母校の八幡小学校で児童・父兄にワー

クショップの指導を数回実施していました。私にとっては八幡小学校に展示してある作品を

見たことが初めての出会いでした。本間さんから制作の様子をお聞きし、八幡の人たちとの

一体感に感激し、この特別展が開催できました。 

本間さんのアートが世界的なものであることなどは後に知ることになりますが、まだ新し

い分野なので「どんな作品なんだろう？ 展覧会の内容が想像できない」という現実にも直

面し、事前の広報の未熟さを反省するとともに、地方博物館活動のあるべき一面を発信でき

た意義ある特別展でした。 

 また、本館裏に移築されていた茅葺の民家「旧浅島家住宅」の屋根修理工事が始まりまし

た。老朽化や住宅改善など、時代の趨勢で姿を消しつつある伝統的な茅葺き屋根の農家住宅

です。どのように活用するのか、そのためにはどのよう修理や改善が必要なのか。建物が持

つ個性を尊重し皆さんに親しまれる施設造りを目指します。 

 一方、文化振興活動の分野でも力強い活動が封切られたと思っています。 

 10 月 2 日に「佐渡民謡の祝祭」がデビューしました。この事業は文化庁からの補助対象と

なり「民謡を未来へ継承する」ということを目的にして継続する計画です。 

今までには無いほどの多くの民謡団体から参加いただき、会場の佐渡奉行所を埋め尽くす

観客の皆様と一体となった「ぞめき」の世界が堪能できました。祝祭実行の大きな目的であ

る、「伝える」というテーマに対して、七浦小学校、羽茂高校の皆さんから十二分に応えてい

ただくことが出来ました。本当にありがとうございました。 

 言葉が足りませんが、これらの活動が皆さんのご協力をいただきながら、さらに発展する

ことを念願して巻頭といたします。 
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沿 革 

 

【平成 16年度】 

 佐渡伝統文化研究所を設置することを佐渡市長

が表明する。 

 

【平成 17年度】 

 佐渡伝統文化研究所準備室を佐渡市教育委員会

生涯学習課に設置した。 

 準備室室長 木下 勉 

 情報指導員 池田 雄彦 

 準備室係長 北見 継仁 

 主   事 山口 忠明 

 主   事 渡邊 智美 

 佐渡市長の平成 17 年度『施政方針』で、「研究

所の基本理念」として、「佐渡の歴史と文化を再認

識し、有形無形の歴史・文化資産を保護継承し、

子々孫々まで残していくことは現代に生きる私た

ちの責務であると考えます。そのため、島内の研

究者や伝統技術・技能の伝承者を集め、貴重な資

料の散逸を防ぎ、専門の研究機関を設置すること

で、各地に残る貴重な資産・資料把握、保存整理研

究が行える『佐渡伝統文化研究所』（仮称）の設立

を行い伝統文化の継承に努めます。」と表明する。 

 

【平成 18年度】 

 佐渡伝統文化研究所準備室を佐渡市教育委員会

文化振興課内に設置した。 

 準備室室長 菊池 克己 

 情報指導員 池田 雄彦 

 準備室係長 北見 継仁 

 主   事 鹿取 渉 

 

【平成 19年度】 

 佐渡伝統文化研究所を佐渡市教育委員会世界遺

産・文化振興課内に設置した。設置場所は、梅津 

 

 

 

 

の佐渡市中央公民館から両津湊の佐渡市役所両津

支所 3 階に移動する。 

 所   長 石瀬 佳弘 

 次   長 高藤 一郎平 

 情報指導員 池田 雄彦 

 係   長 北見 継仁 

 主   事 滝川 邦彦 

 設立趣旨を、「佐渡は、古くから島外の文化を受

け入れながら島独自の文化を形成し、貴重な民俗

芸能や伝統的な行事なども継承されている。また、

多様な地形や植生・地質など、自然環境にも恵ま

れている。このような文化遺産や自然環境は島内

外の人々にとって大きな魅力となっているが、十

分な調査や保存が行われているとは言えない状況

にあった。 

 このような貴重な文化遺産の価値を島民に十分

理解してもらい、その調査と保存・活用を図るべ

く、佐渡伝統文化研究所準備室を設置してその任

に当たって来た。本年度から本格的に活動を目指

して正式な『佐渡伝統文化研究所』を設立した。今

後は、貴重な資料の散逸を防ぎ、データを集積し

て広く情報を発信しながら島民の皆さんは勿論、

佐渡を訪れる多くの方々に利用して頂けるように

努めたいと考えている。」として掲げ、活動を開始

した。 

 

【平成 20年度】 

 重点施策として、「佐渡伝統文化研究所の体制づ

くりの推進及び佐渡の歴史・文化・自然に関する

調査・研究とデータベース化、デジタルアーカイ

ブ化の構築」とした。 

 所   長 石瀬 佳弘 

 次   長 北見 継仁 

 情報指導員 池田 雄彦 

Ⅰ．佐渡学センター設置までの経緯
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 主   事 滝川 邦彦 

 研究員補助 八木 千恵子 

 

【平成 21年度】 

 研究所の機能を拡充強化することによって、地

域学の拠点化を図るために、本年度から「佐渡伝

統文化研究所」の名称を「佐渡学センター」に改称

し、組織体制として新たに文化・学芸係を置き、佐

渡島内の博物館・資料館管理運営及び学芸業務も

統合した。また事務所も両津郷土博物館内に設置

した。 

＜重点施策＞ 

○伝統芸能を始め、歴史・文化遺産の保存、・継承、

活用は、重要な課題であり、平成 21年度は市民

と協力して、基本方針となる文化振興ビジョン

策定に取り組む。 

○伝統と魅力ある地域文化の保存・継承を目的と

して、佐渡の歴史・文化・自然等に関する研究や

情報発信、資料のデータベース化を行う。 

○地形や地質など自然遺産が豊富な島である「佐

渡」を、国内はもとより広く世界に紹介できる

よう、大学等の関係機関との連携を図りながら、

ジオパークとして世界認定を受けるための準備

を進める。 

 所   長 石瀬 佳弘 

 次   長 北見 継仁 

 情報指導員 池田 雄彦 

 文化・学芸係長 野口 敏樹 

主   事 山口 忠明 

主   事 宇治 美徳 

主   事 須藤 洋行 

主   事 滝川 邦彦 

 

【平成 22年度】 

＜重点施策＞ 

○佐渡の歴史・文化・自然等に関する調査・研究及

び情報収集を行うとともに、その成果をデジタ

ルアーカイブ化し、ホームページや報告書等の

刊行及びシンポジウム等の開催による情報発信

を、博物館・資料館と協働しながら行う。 

○伝統芸能活動支援として、能楽体験学習、後継

者育成事業、特別活動支援等の補助事業を行う。 

○ジオパーク認定を目指した取り組みを進める。 

○新潟大学人文学部等との協働事業を推進する。 

 所   長 渡邉 剛忠 

 次   長 北見 継仁 

 情報指導員 池田 雄彦 

 文化・学芸係長 野口 敏樹 

主   事 山口 忠明 

主   事 須藤 洋行 

主   事 滝川 邦彦 

 

【平成 23年度】 

＜重点施策＞ 

○佐渡の歴史・文化・自然等に関する調査・研究及

び情報収集を行うとともに、その成果をデジタ

ルアーカイブ化し、ホームページや報告書等の

刊行及びシンポジウム等の開催による情報発信

を、博物館・資料館と協働しながら行う。 

○伝統芸能活動支援として、能楽体験学習、後継

者育成事業、特別活動支援等の補助事業を行う。 

○新潟大学人文学部等との協働事業を推進する。 

 所   長 渡邉 剛忠 

 次   長 本間 俊一郎 

 情報指導員 池田 雄彦 

 文化・学芸係長 野口 敏樹 

 主   任 滝川 邦彦 

主   任 須藤 洋行 

主   事 山口 忠明 

 雇   員 本間 裕亨（研究員補助員） 

 

【平成 24年度】 

＜重点施策＞ 

○佐渡の歴史・文化・自然等に関する調査・研究及

び情報収集を行うとともに、その成果をデジタ

ルアーカイブ化し、ホームページや報告書等の
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刊行及びシンポジウム等の開催による情報発信

を、博物館・資料館と協働しながら行う。 

○伝統芸能活動支援として、能楽体験学習、後継

者育成事業、特別活動支援等の補助事業を行う。 

○新潟大学人文学部等との協働事業を推進する。 

 所   長 渡邉 剛忠 

 次   長 本間 俊一郎 

 学芸専門員 北見 継仁 

 情報指導員 池田 雄彦 

 文化・学芸係長 野口 敏樹 

 主   任 滝川 邦彦 

主   任 須藤 洋行 

主   事 山口 忠明 

 雇   員 本間 裕亨（研究員補助員） 

 

【平成 25年度】 

＜重点施策＞ 

○佐渡の歴史・文化・自然等に関する調査・研究及

び情報収集を行うとともに、その成果をデジタ

ルアーカイブ化し、ホームページや報告書等の

刊行及びシンポジウム等の開催による情報発信

を、博物館・資料館と協働しながら行う。 

○行政改革における施設の統廃合が急務であり、

博物館・資料館の管理体制の見直しを図る。 

○伝統芸能活動支援として、能楽体験学習、後継

者育成事業、特別活動支援等の補助事業を行う。 

○新潟大学人文学部との協働事業を推進する。 

 所   長 渡邉 剛忠 

 次   長 藤井 甚栄 

 学芸専門員 北見 継仁 

 情報指導員 池田 雄彦 

 主   任 滝川 邦彦 

主   任 須藤 洋行 

主   事 山口 忠明 

 雇   員 本間 裕亨（研究員補助員） 

 

【平成 26年度】 

＜重点施策＞ 

○施設（博物館・資料館）における収蔵品の保存・

活用や指定文化財等の保管管理の徹底と収蔵資

料のデータベース化を推進する。 

○行政改革における施設の統廃合を推し進め、博

物館・資料館の今後の管理体制の見直し、効率

的に運営を図る。 

○佐渡博物館を佐渡市の総合的な博物館と位置づ

け、三資産の普及啓発活動と連携しながら、学校

教育での活用、市民にとって親しみやすい博物館

づくりに努める。 

所   長 渡邉 剛忠 

 次   長 藤井 甚栄 

 情報指導員 池田 雄彦 

 主   任 中川 扇美 

 主   任 滝川 邦彦 

主   任 山口 忠明 

 主   事 中川 優子 

主   事 小田 和也 

雇   員 本間 裕亨（研究補助員） 

雇   員 伊藤 文恵（佐渡博物館） 

 雇   員 本間 裕徳 

（相川郷土博物館金泉収蔵庫） 

 

【平成 27年度】 

＜重点施策＞ 

○ 各施設（博物館・資料館）における資料の受入

れ及び保存管理を適切に行うとともに、資料

の統一台帳のデータベース化を推進する。 

○ 佐渡博物館を中心としたそれぞれの博物館・

資料館の今後のあり方と資料の活用方法につ

いて再検討する。 

○ 佐渡博物館を佐渡市の総合的な博物館と位置

づけ、三資産の普及啓発活動と連携しながら、

学校教育での活用と市民にとって親しみやす

い博物館づくりを目指した佐渡博物館活用計

画を策定する。 

 所長 高藤 一郎平 

 次長 深野 まゆ子 
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 主任 中川 扇美 

 主任 滝川 邦彦 

 主事 中川 優子 

 主事 小田 和也 

 雇員 本間 裕徳 （佐渡博物館） 

 雇員 伊藤 文恵 （佐渡博物館） 

 雇員 荒貴 泰斗 （佐渡博物館） 
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【平成 28年度 佐渡学センター運営方針】 

○ 佐渡博物館を中心としたそれぞれの博物館・

資料館の今後のあり方と資料の活用方法につ

いて再検討する。 

○ 各施設の資料の受入れ及び保存管理を適切に

行うとともに、資料の統一台帳のデータベー

ス化を推進する。 

○ 佐渡の歴史文化資源の保存の観点から、伝統

芸能の活性化につながる事業を実施し、その

魅力の再発見と団体間の連携につなげる。 

 

【博物館・資料館運営方針】 

＜重点施策＞ 

○ 佐渡博物館中庭に移築された旧浅島家の修繕

工事を実施するとともに、改修後の活用方法

を佐渡市博物館協議会の部会の中で検討し、

郷土愛の醸成につなげる。 

＜運営方針＞ 

○ 佐渡金銀山に関連した歴史や文化をもつ小学

校を対象に、郷土を学ぶ機会を提供し、郷土

愛の醸成につなげる。 

○ 佐渡市小学校研究会社会科部が製作した教材

により、博物館の展示内容が子どもたちに楽

しみながら理解されるよう活用する。 

○ 伝統文化等保存支援事業（補助事業） 

佐渡島内に伝承されている伝統芸能等の後継

者・保持団体の活動に対し補助事業を実施、

伝統文化の保存・伝承・活用を図る。 

○ 佐渡の歴史・文化・自然等に関するレファレ

ンス業務の推進を図る。 

○ 博物館・資料館管理の徹底を図る。 

○ 博物館の企画展示の計画的な開催を目指す。 

○ 博物館への多様なニーズに対応し、学校教育

や大学・世界遺産・ジオパーク・GIAHSの政

策と連携を図りながら資料展示の充実を図る。 

 

 

 

【組織】 

 所長 高藤 一郎平 

 次長 深野 まゆ子 

 係長 本間 克彦 

 主任 土屋 仁 

 主任 鶴間 基宏 

 主任 滝川 邦彦 

 主事 中川 優子 

 主事 関根 吉則 

 主事 小田 和也 

 雇員 本間 裕徳 （佐渡博物館） 

 雇員 伊藤 文恵 （佐渡博物館） 

 雇員 山本 佳奈 （佐渡博物館） 

 雇員 宇田 美智子（相川郷土博物館） 

 雇員 小林 尚子 （相川郷土博物館） 

 雇員 荒貴 泰斗 （相川郷土博物館） 

 雇員 佐々木 妙子（佐渡国小木民俗博物館） 

 雇員 和泉 めぐみ（佐渡国小木民俗博物館） 

 雇員 岩崎 千代美（史跡佐渡奉行所跡） 

 雇員 山川 由紀江（史跡佐渡奉行所跡） 

 雇員 中川 宏太 （史跡佐渡奉行所跡） 

 雇員 水上 祐子 （史跡佐渡奉行所跡） 

 雇員 河村 厚子 （史跡佐渡奉行所跡） 

 雇員 萩田 裕子 （史跡佐渡奉行所跡） 

 雇員 山本 加奈子（相川技能伝承展示館） 

 雇員 佐々木 さゆり（相川技能伝承展示館） 

 雇員 山本 悦子 （相川技能伝承展示館） 

 雇員 小杉 栄枝 （相川技能伝承展示館） 

 雇員 寺尾 フジ子（相川技能伝承展示館） 

 

Ⅱ．管理運営の状況
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平成 29年 3月 31日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ― 博物館・資料館 

 ― 収蔵庫 

旧北中学校収蔵庫 

（平松） 

佐渡国小木民俗博物館 

千石船展示館 

（宿根木） 

赤泊郷土資料館 

（赤泊） 

鳥越文庫 

（猿八） 

新穂歴史民俗資料館 

（新穂瓜生屋） 

明治紀念堂 

（千種） 

両津郷土博物館 

（秋津） 

海運資料館 

幸丸展示館 

（小木町） 

 

佐渡植物園 

（羽茂飯岡） 

佐渡博物館 

（八幡） 

金井歴史民俗資料収蔵庫 

（泉） 

相川技能伝承展示館 

（相川北沢町） 

相川郷土博物館 

相川文書館 

（相川坂下町） 

史跡佐渡奉行所跡 

（相川広間町） 

東大通会館収蔵庫 

（東大通） 

佐渡市立博物館・資料館・収蔵庫など 
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施設の状況等 

 

【佐渡博物館】 

開館年度 昭和 32 年度 

 

＜施設概要＞ 

所在地 佐渡市八幡 2041 番地 

敷地面積 6,647.9 ㎡ 

建物総面積 1,632.05 ㎡ 

構造・階数 鉄筋コンクリート造 2 階建 

 展示室 856.16 ㎡ 

 収蔵庫 107.79 ㎡ 

 図書室 25.69 ㎡ 

 会議室 33.77 ㎡ 

 事務室 67.96 ㎡ 

 その他 540.68 ㎡ 

駐車場 大型バス 3 台・普通車 20 台 

 

＜総事業費＞ 

不明 

備考 平成 25 年 11 月 30 日までは財団法人の

運営。平成 26 年 4 月 1 日から佐渡市が運営し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【両津郷土博物館】 

事業名 社会教育施設等整備費補助金 

建設年度 昭和 56 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜施設概要＞ 

所在地 佐渡市秋津 1596 番地 

敷地面積 49,590 ㎡ 

建築面積 1,373.59 ㎡ 

構造・階数 鉄筋コンクリート造 2 階建 

    地下 1 階 

駐車場 約 50 台 

 

＜総事業費＞ 

515,912 千円 

備考 来館時は予約が必要。 

 

 

【相川郷土博物館】 

事業名 相川小学校 80 周年記念事業 

開館年度 昭和 31 年度 
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＜施設概要＞ 

所在地 佐渡市相川坂下町 20 番地 

敷地面積 （総面積）3,150 ㎡ 

建築面積 （総面積）1,055.16 ㎡ 

構造・階数 木造平屋建（一部 2 階建） 

 御料局佐渡支庁跡（2 階建）172.24 ㎡ 

 展示室（1 階） 244.89 ㎡ 

 特別展示室・準備室 84.60 ㎡ 

 事務室・その他 117.19 ㎡ 

 有田八郎記念館 116.76 ㎡ 

 収蔵庫 198.00 ㎡ 

 名誉町民資料館 55.48 ㎡ 

駐車場 相川技能伝承展示館と共用 約 20 台 

 

＜総事業費＞ 

不明 

備考 明治 22 年建築。相川小学校 80 周年記念

事業として収集した歴史・鉱山・民俗資料を、

鉱山縮小によって空いた鉱山事務所を利用して

郷土博物館として昭和 31 年 7 月に開館した。 

 

 

【相川文書館】 

建設年度 昭和 51 年度（移築） 

 

＜施設概要＞ 

所在地 佐渡市相川坂下町 20 番地 

  （相川郷土博物館敷地内） 

建築面積 66 ㎡ 

構造・階数 木造平屋建 

駐車場 相川技能伝承展示館と共用 約 20 台 

 

＜総事業費＞ 

移築費 4,000 千円 

備考 大正 2 年に「相川銀行」の行舎として、

羽田町に建てられた。その後第四銀行合併を経

て、相川町に寄附され、昭和 51 年に相川文書館

として現在の場所に移築された。 

 

 

【相川技能伝承展示館】 

事業名 地域バイタリティ育成事業全体計画 

建設年度 昭和 60～61 年度 

 
＜施設概要＞ 

所在地 佐渡市相川北沢町 2 番地 

敷地面積 2,271 ㎡ 

建築面積 712.17 ㎡ 

構造・階数 鉄筋平屋建（一部 2 階建） 

 陶芸実習室 109.31 ㎡ 

 裂織り実習室 93.57 ㎡ 

 資料展示室 109.31 ㎡ 

 窯小屋・登り窯 49.68 ㎡ 

 工房 102.69 ㎡ 

 ホール 137.75 ㎡ 

 事務室・その他 109.86 ㎡ 

駐車場 相川郷土博物館と共用 約 20 台 
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＜総事業費＞ 

81,532 千円 

 

 

【史跡佐渡奉行所跡】 

事業名 佐渡金山遺跡佐渡奉行所保存整備事業 

建設年度 平成 7～18 年度 

 

＜施設概要＞ 

所在地 佐渡市相川広間町 1 番地 1 

敷地面積 18,542 ㎡ 

建築面積 1,541.6 ㎡ 

構造・階数 木造平屋建 

 御物見 34.7 ㎡ 

 御役所 990.0 ㎡ 

 御門番所 32.0 ㎡ 

 御普請方役所 140.4 ㎡ 

 勝場 344.5 ㎡ 

駐車場 大型バス 3 台、普通車 約 20 台 

 

＜総事業費＞ 

2,387,984 千円 

 

 

 

 

 

 

 

【佐渡国小木民俗博物館（旧館）】 

開館年度 昭和 47 年度 

 

＜施設概要＞ 

所在地 佐渡市宿根木 270 番地 2 

敷地面積 （総面積）11,192 ㎡ 

   （旧館）9,868.96 ㎡ 

延床面積 2,930 ㎡ 

構造・階数 木造平屋建 

駐車場 10 台 

 

＜総事業費＞ 

19 万円 

備考 大正 9 年に建てられた木造校舎をそのま

ま利用し、昭和 47年 6月に開館した博物館。 

 

 

【佐渡国小木民俗博物館（新館）】 

事業名 農村地域農業構造改善事業 

 （自然活用型） 

建設年度 昭和 56～59 年度 

 

＜施設概要＞ 

所在地 佐渡市宿根木 270 番地 2 
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建築面積 627.52 ㎡ 

構造・階数 鉄筋コンクリート平屋建 

駐車場 旧館と共用 10 台 

 

＜総事業費＞ 

87,194 千円 

 

 

【千石船展示館】 

事業名 山村振興等農林漁業特別対策事業 

建設年度 平成 8～9 年度 

 

＜施設概要＞ 

所在地 佐渡市宿根木 270 番地 2 

建築面積 695.52 ㎡ 

構造・階数 木造平屋建 

 

＜総事業費＞ 

135,366 千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【海運資料館】 

事業名 離島開発総合センター建設事業 

建設年度 昭和 54～55 年度 

 

＜施設概要＞ 

所在地 佐渡市小木町 1941 番地 1 

（南佐渡離島開発総合センター内の 2 階） 

敷地面積 1,428 ㎡ 

建築面積 1,616.13 ㎡ 

延床面積 500 ㎡ 

構造・階数 鉄筋コンクリート 3 階建 

   （一部中 4 階） 

駐車場 10 台 

 

＜総事業費＞ 

236,199 千円 

備考 平成 22 年度から佐渡考古資料館の資料

も加えリニューアルオープンした。 
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【幸丸展示館】 

事業名 日本宝くじ協会助成事業 

町づくり特別対策事業 

建設年度 昭和 59 年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜施設概要＞ 

＜施設概要＞ 

所在地 佐渡市小木町 1941 番地 1 

敷地面積 1,837 ㎡ 

建築面積 303.65 ㎡ 

延床面積 206 ㎡ 

構造・階数 鉄筋造り 1 棟 

駐車場 10 台 

 

＜総事業費＞ 

52,000 千円 

 

 

【佐渡植物園】 

建設年度 昭和 23 年度 

 

＜施設概要＞ 

所在地 佐渡市羽茂飯岡 550 番地 6 

敷地面積 59,671 ㎡ 

   （総面積 65,040 ㎡） 

建築面積 

 管理棟 35 ㎡ 

 作業棟 19.87 ㎡ 

 温室 58.32 ㎡ 

 延床面積 55 ㎡ 

構造・階数 鉄筋造り 1 棟 

 

＜総事業費＞ 

不明 

 

 

【新穂歴史民俗資料館】 

建設年度 昭和 62 年度 

 

＜施設概要＞ 

所在地 佐渡市新穂瓜生屋 492 

敷地面積 2,348 ㎡ 

建築面積 922 ㎡ 

構造・階数 鉄筋コンクリート造り 2 階建 

駐車場 41 台 

 

＜総事業費＞ 

250,094 千円 
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【金井歴史民俗資料収蔵庫】 

事業名 国宝重要文化財等保存施設整備費補助金（国） 

文化保存事業費補助金（県） 

建設年度 昭和 50 年度 

 

＜施設概要＞ 

所在地 佐渡市泉甲 375 番地 1 

敷地面積 約 2,000 ㎡ 

建築面積 

収蔵庫 144 ㎡ 

展示館 136 ㎡ 

構造・階数 鉄筋コンクリート造り平屋建 

 

＜総事業費＞ 

15,010 千円 

 

 

【明治紀念堂（開導館）】 

建設年度 明治 35 年度 

 

＜施設概要＞ 

所在地 佐渡市千種丙 154 番地 

敷地面積 1,055.2 ㎡ 

建築面積 72.24 ㎡ 

構造・階数 木造平屋建 

 

＜総事業費＞ 

明治紀念堂 不明 

開導館 4,100 千円（昭和 50 年復元） 

 

 

【赤泊郷土資料館】 

 

＜施設概要＞ 

所在地 佐渡市赤泊 2458 番地 

  （赤泊総合文化会館内） 

敷地面積 33,000 ㎡ 

建築面積 1,184 ㎡ 

延床面積 3,260 ㎡（うち志長官 約 650 ㎡） 

構造・階数 鉄筋コンクリート 4 階建 

 （資料館は 1 階及び 2 階の一部） 

駐車場 30 台 

 

＜総事業費＞ 

727,885 千円（資料館のみでは不明） 



３　平成28年度 入館者の状況
佐
渡
博
物
館

両
津
郷
土
博
物
館

相
川
郷
土
博
物
館

相
川
技
能
伝
承
展
示
館

史
跡
佐
渡
奉
行
所
跡

佐
渡
国
小
木
民
俗
博
物
館

海
運
資
料
館

新
穂
歴
史
民
俗
資
料
館

金
井
歴
史
民
俗
資
料
収
蔵
庫

赤
泊
郷
土
資
料
館

（

佐
渡
植
物
園
）

総
 
計

４月 398 0 146 137 887 1,050 75 160 0 9 240 2,862

５月 977 18 294 292 2,360 2,755 219 318 1 34 381 7,268

６月 867 5 2,421 2,885 4,723 2,479 98 310 0 54 300 13,842

７月 1,447 1 644 803 2,398 3,108 118 690 0 44 433 9,253

８月 2,362 9 442 563 3,217 3,904 246 636 0 58 310 11,437

９月 1,530 1 780 800 2,512 2,165 171 696 0 17 240 8,672

１０月 1,764 4 204 93 3,255 1,968 106 958 0 84 362 8,436

１１月 537 60 164 58 919 738 39 180 0 7 240 2,702

１２月 187 3 19 15 129 102 10 0 0 5 62 470

１月 133 13 5 11 45 55 5 0 0 27 62 294

２月 166 76 3 20 78 82 6 49 0 15 56 495

３月 418 45 86 51 668 387 44 311 0 3 451 2,013

入館者
年度計

10,786 235 5,208 5,728 21,191 18,793 1,137 4,308 1 357 3,137 67,744

※総計には、佐渡植物園入場者を含まず。

平成
16年度

(20,225) 2,772 4,497 7,844 26,317 20,523 1,477 2,801 263 594 67,088

17年度 (20,031) 3,021 4,354 7,535 25,690 19,902 1,309 2,308 315 812 65,246

18年度 (16,248) 3,086 3,599 6,800 29,195 18,247 1,363 2,607 153 493 65,543

19年度 (14,417) 2,681 2,755 6,239 22,880 17,334 1,413 2,944 176 414 56,836

20年度 (13,470) 3,162 4,925 6,279 20,648 15,038 1,460 3,445 123 282 55,362

21年度 (12,621) 1,838 5,883 5,609 22,105 19,136 1,237 2,859 0 313 (4,360) 58,980

22年度 (10,566) 2,482 6,134 5,890 20,224 18,338 1,241 2,314 74 189 (3,650) 56,886

23年度 (10,072) 2,406 6,893 6,793 19,077 16,957 1,513 2,942 0 168 (2,830) 56,749

24年度 (10,660) 3,634 6,402 6,944 18,407 17,219 1,472 2,946 0 254 (2,860) 57,278

25年度 (8,492) 2,212 6,055 6,207 18,568 16,624 1,157 2,693 0 308 (3,230) 53,824

26年度 10,906 239 5,547 5,511 20,445 19,198 1,224 2,315 0 396 (2,840) 65,781

27年度 9,656 261 4,893 5,689 19,878 21,777 1,227 3,183 0 266 (3,067) 66,830

28年度 10,786 235 5,208 5,728 21,191 18,793 1,137 4,308 1 357 (3,137) 67,744

※総計には、佐渡植物園入場者を含まず。
※平成２１年度以降は、入館者数に無料入館者を含む（佐渡博物館は２６年度より含む）
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団体・視察受入れ状況 

 

【佐渡博物館】   （◆）は島内の保育園・小中学校 

月日 団体・視察者名 人数 

4月 11日 ◆加茂小学校（下見） 2 

13日 世界遺産推進課・文化庁（視察） 11 

15日 ◆真野小学校 4 

  新着任教員講座 46 

23日  世界遺産推進課（視察） 17 

 地域振興局職員 11 

5月 2日 昭和女子大学（下見） 1 

 ◆八幡小学校（下見） 1 

6日 ◆加茂小学校 30 

 ◆両津小学校 13 

 ◆河崎小学校（下見） 3 

9日 ◆八幡小学校 18 

10日 ◆八幡小学校 11 

18日 あすなろ教室 8 

26日 ◆赤泊中学校 17 

27日 ◆河崎小学校 21 

6月 2日 矢代田小学校 49 

8日 東山の下小学校 26 

15日 桃山小学校 14 

16日 ◆羽茂小学校 29 

 ◆八幡小学校 9 

 三用小学校 11 

22日 特別支援学校（下見） 1 

28日 ◆佐和田中学校 58 

7月 1日 高齢福祉課 4 

4日 ◆真野小学校 44 

7日 ◆八幡小学校 70 

8日 ◆特別支援学校  20 

9日 ◆河原田小学校 25 

 学校教育課 16 

22日 奈良文化研究所 1 

 国分寺市議会 10 

24日 伝統文化と環境福祉の専門学校 12 

29日 ◆二宮小学校（下見） 5 

31日 伝統文化と環境福祉の専門学校 10 

8月 4日 世界遺産推進課・文化庁（視察） 3 

7日 伝統文化と環境福祉の専門学校 15 

28日 伝統文化と環境福祉の専門学校 12 

9月 2日 ◆畑野小学校 30 

 

 

 

6日 ◆二宮小学校 79 

11日 桜畑組合 13 

13日 世界遺産推進課（視察） 6 

15日 ◆さわた幼稚園 11 

18日 伝統文化と環境福祉の専門学校 10 

22日 ◆河原田小学校（下見） 1 

23日 地域文化学会 13 

26日 東武トップツアーズ 28 

30日 ◆金井小学校 52 

10月 4日 ◆吉井保育園 46 

 ◆新保保育園 45 

7日 ◆畑野保育園 34 

12日 大正大学地域創生学部 8 

13日 ◆河原田保育園 88 

14日 校長会 OB 会 8 

19日 両津地区公民館 21 

21日 赤泊公民館 35 

 ◆八幡保育園 47 

30日 両津原黒地区 46 

 新穂瓜生屋地区 36 

11月 4日 中国領事館 17 

5日 佐渡ジオパーク市民講座中級コース 24 

27日 両津羽二生地区 21 

12月 12日 世界遺産推進課（視察） 7 

16日 糸魚川ジオパーク 3 

2月 28日 宿根木調査チーム 9 

3月 6日 ジオパーク関係者 4 

8日 ◆沢根保育園 35 

 合計 1,435 

 

 

【両津郷土博物館】 

月日 団体・視察者名 人数 

5月 31日 ◆河崎小学校 13 

11月 6日 新潟県民具学会事務局 8 

11月 18日 ◆金井小学校 52 

1月 31日 ◆河崎小学校 13 

2月 10日 ◆両尾小学校 11 

2月 17日 ◆金井小学校 32 

24日 ◆金井小学校 33 
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3月 2日 ◆畑野小学校 29 

 合計 191 

 

【相川郷土博物館】 

月日 団体・視察者名 人数 

4月 23日 ◆新穂中学校 5 

26日 ◆金井小学校 29 

28日 平林小学校／伊米ヶ崎小学校 47 

5月 13日 南小学校 18 

20日 須原小学校 23 

26日 ◆赤泊中学校 16 

 千田小学校 15 

31日 大崎小学校 37 

6月 1日 出雲崎小学校／京ヶ瀬小学校 62 

2日 
山潟小学校／燕東小学校／飯田小

学校／胎内小学校／瀬波小学校 
216 

3日 
新関小学校／月岡小学校／赤塚小

学校／神納小学校 
92 

4日 笹岡小学校 40 

6日 紫竹山小学校 53 

7日 
新津第二小学校／分田小学校／坂

井輪小学校 
124 

8日 

早通小学校／東山の下小学校／水

原小学校／片貝小学校／荻川小学

校／黒川小学校 

200 

9日 

和納小学校／関原小学校／月岡小

学校／中条小学校／大野小学校／

真砂小学校 

255 

10日 
阿賀小学校／丸山小学校／神山小

学校 
92 

13日 東小千谷小学校／三条小学校 58 

14日 
大蒲原小学校／大巻小学校／小出

小学校／松浜小学校 
146 

15日 
新組小学校／関屋小学校／桃山小

学校／蓮野小学校 
155 

16日 

山倉小学校／上山小学校／御免町

小学校／亀田東小学校／安野小学

校／山辺里小学校 

290 

 
◆両尾中学校（１年生） 16 

17日 

中之島小学校／潟東小学校／加治

川小学校／上小国小学校／新通小

学校／五十沢小学校 

212 

18日 小合小学校 12 

21日 巻北小学校 33 

22日 
二葉小学校／五泉小学校／豊田小

学校／横越小学校 
159 

23日 

亀田小学校／三川小学校／青山小

学校／新津第一小学校／中島小学

校／第二上田小学校 

211 

24日 
竹尾小学校／赤石小学校／藤塚小

学校／保内小学校／曽野木小学校 
197 

29日 猿橋小学校 37 

30日 

浦佐小学校／東曽野木小学校／内

野小学校／立仏小学校／岩船小学

校 

162 

7月 1日 鹿瀬小学校／栃窪小学校 22 

5日 富曽亀小学校 33 

6日 堀之内小学校／新道小学校 128 

7日 
上所小学校／万代長嶺小学校／五

泉南小学校／大形小学校 
195 

8日 津川小学校／日和山小学校 83 

13日 満日小学校 8 

14日 栖吉小学校／村上小学校 63 

15日 柿小学校 24 

20日 川口小学校 39 

22日 下川西小学校 9 

8月 22日 大発見ふるさと新潟相川探訪  55 

31日 内郷小学校／二田小学校 46 

9月 1日 東小学校／愛宕小学校 65 

7日 水沢小学校 32 

8日 
下条小学校／新潟小学校／五泉東

小学校 
154 

9日 大通小学校／山の下小学校 102 

15日 田尻小学校 82 

16日 
大渕小学校／両川小学校／田沢小

学校 
77 

 
◆内海府小学校 15 

29日 
千手小学校／橘小学校／上野小学

校 
52 

10月 5日 ◆河原田小学校 23 

 14日 校長会 OB 会 9 

11月 5日 新潟県民具学会 8 

8日 ◆さわた幼稚園 14 

12月 1日 ◆相川小学校探検クラブ 10 

 合計 4,360 
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【史跡佐渡奉行所跡】 

月日 団体・視察者名 人数 

4月 15日 世界遺産推進課（視察） 6 

21日 ◆南佐渡中学校 41 

22日 ◆高千中学校 17 

23日 ◆新穂中学校 15 

25日 ◆内海府中学校 4 

26日 ◆金井小学校 27 

28日 伊米ヶ崎小学校 24 

 平林砂山連合小学校 32 

5月 7日 世界遺産推進課（視察） 5 

18日 佐渡汽船観光研修 5 

24日 ◆相川小学校 21 

25日 佐渡汽船観光研修 5 

26日 ◆赤泊中学校 16 

27日 和泉小学校 22 

31日 大崎小学校 39 

6月 1日 下山小学校 105 

 京ヶ瀬小学校 57 

2日 木山小学校 14 

 旭小学校 12 

 大島小学校 19 

 瀬波小学校 12 

 下田地区連合小学校 26 

3日 神納小学校 12 

 新関小学校 10 

 金屋小学校 20 

4日 新穂、北方自治会 25 

6日 世界遺産推進課（視察） 14 

7日 分水北小学校 34 

 笹山小学校 13 

8日 木崎小学校 75 

 宇賀地小学校 18 

 山田小学校 74 

 東山之下小学校 61 

 関原小学校 95 

 片貝小学校 40 

 牡丹山小学校 21 

9日 片野尾老人クラブ 21 

 本田小学校 13 

 吉田小学校 46 

 越前小学校 10 

10日 月岡小学校 73 

 保田小学校 67 

 栄小学校 44 

 西神納小学校 16 

11日 姉妹都市（入間市） 32 

13日 三条小学校 22 

14日 小出小学校 92 

15日 結小学校 101 

 山倉小学校 68 

 佐々木小学校 27 

 岡南地区連合小学校 46 

 桃山小学校 44 

16日 ◆両尾小学校 34 

 東青山小学校 92 

 上山小学校 62 

 ◆両尾小学校 16 

 上小国小学校 11 

 古城小学校 12 

 村松小学校 73 

17日 明治小学校 20 

 亀田東小学校 139 

 田上小学校 47 

 渋海小学校 13 

 宮内小学校 91 

 新通小学校 40 

18日 五十沢小学校 33 

 新飯田小学校 21 

21日 豊田小学校 80 

22日 横越小学校 38 

 糸魚川小学校 75 

 亀田小学校 38 

23日 青山小学校 47 

 早通南小学校 107 

 新津第一小学校 30 

23日 赤石小学校 23 

 塩沢小学校 15 

 庄瀬小学校 19 

24日 朝日みどり小学校 14 

 太田小学校 27 

 小林小学校 36 

 保内小学校 51 

 藤塚小学校 18 

 枇杷島小学校 54 

29日 柏崎小学校 78 

 黒田小学校 32 

30日 東曽野木小学校 46 
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 入広瀬小学校 15 

 高柳小学校 16 

 三郷小学校 9 

 内野小学校 31 

 中野山小学校 30 

7月 1日 吉日小学校 118 

 北辰小学校 57 

2日 島人タスキリレー（入間市） 14 

5日 大豆島小学校 139 

6日 世界遺産推進課（視察） 5 

7日 保倉小学校 18 

 上所小学校 47 

 五泉南小学校 24 

8日 産業振興課 5 

 国際大学留学生 45 

13日 共和小学校 56 

14日 ◆相川小学校 8 

 栖吉小学校 46 

22日 下川西小学校 12 

8月 1日 ことぶき講座 20 

5日 文化庁（視察） 7 

6日 春日居・相川ふれあい事業 94 

21日 世界遺産推進課（視察） 20 

22日 生涯学習協会 53 

9月 2日 刈羽小学校 41 

8日 下条小学校 26 

9日 巣本小学校 24 

10日 世界遺産推進課講演会 55 

15日 世界遺産推進課講演会 7 

16日 ◆内海府小学校 8 

 西川小学校 27 

 大渕小学校 17 

18日 世界遺産推進課（視察） 4 

25日 地域振興課（視察） 12 

28日 ◆佐渡中等教育学校 25 

10月 2日 佐渡民謡の祝祭 1110 

5日 ◆河原田小学校 23 

17日 産業振興課（大正大学） 3 

25日 世界遺産推進課（視察） 19 

30日 立教大学（会議使用） 13 

11月 3日 佐渡国草の会 20 

5日 お茶会（淡交会） 67 

9日 文化庁視察 3 

2月 9日 世界遺産推進課（視察） 6 

15日 観光振興課（視察） 7 

3月 2日 羽茂支所 80 

11日 畑野支所 15 

17日 社会教育課（視察） 4 

19日 お茶会（淡交会） 188 

23日 観光振興課（視察） 4 

 合計 5,987 

 

【相川技能伝承展示館】 

月日 団体・視察者名 人数 

4月 21日 ◆南佐渡中学校 37 

28日 平林小学校 26 

 
伊米ヶ崎小学校 21 

5月 6日 ◆加茂小学校 38 

13日  南小学校 18 

17日 日本自然環境専門学校 27 

20日 須原小学校 23 

26日 千田小学校 15 

31日 大崎小学校 37 

 6月1日 出雲崎小学校 33 

  京ヶ瀬小学校 29 

2日 山潟小学校 74 

  燕東小学校 41 

  飯田小学校 12 

  胎内小学校 55 

 
瀬波小学校 34 

3日 新関小学校 10 

 
月潟小学校 23 

  赤塚小学校 47 

 神納小学校 12 

4日 笹岡小学校 40 

6日 紫竹山小学校 53 

7日  新津第二小学校 67 

  分田小学校 24 

  坂井輪小学校 33 

8日  早通小学校 30 

 
東山の下小学校 40 

  水原小学校 29 

  片貝小学校 36 

  荻川小学校 35 

 
黒川小学校 30 

9日  和納小学校 45 

 
関原小学校 88 

  月岡小学校 24 
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中条小学校 20 

  大野小学校 13 

  真砂小学校 65 

 10日 阿賀小学校 28 

 
丸山小学校 44 

 
神山小学校 20 

12日 ◆金泉小学校 20 

13日 東小千谷小学校 39 

 
三条小学校 19 

 14日 大蒲原小学校 15 

 
大巻小学校 17 

  小出小学校 86 

 
松浜小学校 28 

15日 新組小学校 44 

  関屋小学校 22 

 
桃山小学校 53 

  蓮野小学校 36 

16日 山倉小学校 62 

 
上山小学校 36 

 
御免町小学校 49 

  亀田東小学校 47 

  安野小学校 45 

 
山辺里小学校 51 

17日 中之島小学校 31 

 
潟東小学校 44 

 
加治川小学校 50 

 
上小国小学校 8 

 
新通小学校 50 

 
五十沢小学校 29 

18日 小合小学校 12 

 
沢根小学校 PTA 23 

19日 ◆八幡小学校 8 

21日 巻北小学校 33 

22日 二葉小学校 45 

22日 五泉小学校 33 

 豊田小学校 45 

 横越小学校 36 

23日 亀田小学校 76 

 三川小学校 17 

 青山小学校 42 

 新津第一小学校 26 

 中島小学校 40 

 第二上田小学校 10 

24日 竹尾小学校 41 

 赤石小学校 18 

 藤塚小学校 16 

 保内小学校 62 

 曽野木小学校 60 

29日 猿橋小学校 37 

30日 浦佐小学校 39 

 東曽野木小学校 41 

 内野小学校 29 

 立仏小学校 20 

 岩船小学校 33 

7月 1日 鹿瀬小学校 18 

 栃窪小学校 4 

5日 富曽亀小学校 33 

6日 堀之内小学校 80 

 新道小学校 48 

7日 上所小学校 74 

 万代長嶺小学校 21 

 五泉南小学校 22 

 大形小学校 78 

8日 津川小学校 26 

 日和山小学校 57 

13日 満日小学校 8 

14日 栖吉小学校 42 

 村上小学校 21 

15日 柿小学校 24 

20日 川口小学校 39 

22日 下川西小学校 9 

24日 育英会 21 

25日 両津やまきホテル 18 

30日 創成会 27 

8月 6日 笛吹市役所 92 

7日 京都監査法人 9 

9日 小島石材工芸 14 

31日 内郷小学校 16 

31日 二田小学校 30 

9月 1日 東小学校 45 

 愛宕小学校 20 

7日 JRTM 7 

 水沢小学校 32 

8日 下条小学校 22 

 新潟小学校 91 

 五泉東小学校 41 

9日 大通小学校 64 

 山の下小学校 38 
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10日 佐和田中学校 PTA 38 

15日 田尻小学校 82 

16日 大渕小学校 17 

 両川小学校 24 

 田沢小学校 36 

17日 （株）ことりや 25 

28日 ◆佐渡中等教育学校 39 

29日 千手小学校 31 

 橘小学校 10 

 上野小学校 11 

11月12日 吉井小学校子ども会 12 

20日 小原流 74 

2月 8日 ◆七浦小学校 8 

3月 10日 ◆相川小学校 21 

 合計 4,718 

 

【佐渡国小木民俗博物館】 

月日 団体・視察者名 人数 

4月 5日 ◆南佐渡中学校 33 

22日 ◆相川中学校 41 

5月 2日 ◆新穂小学校 102 

5月 3日  JTB GM 129 

23日 JTB GM 203 

6月 1日 燕東小学校 10 

2日 新関小学校 13 

 
吉田地区合同小学校 35 

 
大鷲小学校 22 

6月 6日 グローバル 18 

7日  ワールド航空サービス 18 

 
山田小学校  18 

8日 水原小学校 19 

9日  丸山小学校 49 

 
大野小学校 11 

15日  桃山小学校 27 

 16日 関谷小学校 24 

 
上小国小学校 11 

 
築地小学校 45 

  東武トップツアーズ 26 

19日 三越伊勢丹旅行 26 

22日 横越小学校 24 

23日  小林小学校 38 

  新津第一小学校 56 

24日 旅サロンとやま 20 

25日 岩手旅行社 17 

  なかよし 19 

28日  柏崎小学校 81 

29日 入広瀬小学校 15 

30日 三郷小学校 8 

  内野小学校 32 

 
中野山小学校 61 

 7月1日 黒田小学校 34 

2日 ＴＰＳ旅行 17 

3日 那珂川商工会 18 

5日 糸魚川能生地区協議会 27 

6日 サンサン会 26 

  小木公民館 10 

7日 万代長嶺小学校 20 

8日 青木島小学校 91 

9日 住吉公民館 50 

12日 松代小学校 69 

13日 新潟大付属新潟小学校 81 

15日 千曲市棚田保全推進会議 34 

8月 21日 国土交通省（視察） 17 

28日 DAY CAMP 54 

29日 常福寺 30 

9月 1日 愛宕小学校 31 

6日 ◆二宮小学校 77 

8日 山の下小学校 42 

 
新潟小学校 100 

16日 ◆真野小学校 44 

18日 （株）ことりや 25 

 27日 日通旅行 31 

10月 5日 天理三区 20 

 
日本旅行 26 

13日 日本旅行 29 

 
◆小木保育園 20 

17日 日本旅行 29 

20日 芸大クラス会 22 

27日 日本旅行 16 

10月28日 あるこう会 26 

11月 2日 富山地鉄サービス 22 
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愛媛新聞旅行 24 

11月 4日 社会教育課 24 

5日 新潟県民具学会 8 

 合計 2,445 

 

【海運資料館】 

月日 団体・視察者名 人数 

5月 24日 新潟県立海洋高校 22 

26日 新潟県立海洋高校 22 

30日 全国町並みゼミ 15 

31日 新潟県立海洋高校 23 

6月 2日 新潟県立海洋高校 21 

9月 6日 ◆二宮小学校 75 

11月19日 ジオガイド養成講座 6 

2月 10日 佐渡観光協会南佐渡支部 1 

3月 18日 佐渡市教育委員会 4 

 合計 189 

 

【新穂歴史民俗資料館】 

月日 団体・視察者名 人数 

4月 10日 新潟県立歴史博物館 1 

21日 ◆新穂小学校 15 

23日 写彩の会 3 

5月 10日 ◆佐渡総合高校 15 

20日 ◆松ヶ崎小学校 22 

25日 ◆新穂中学校（総合学習） 8 

27日 観光視察（のろま人形公演） 29 

6月 1日 ◆新穂中学校（総合学習） 9 

9日 月岡小学校 26 

16日 三用小学校 9 

21日 ◆新穂中学校（総合学習） 9 

7月 3日  新潟大学人文学部 9 

16日 のろま人形公演 44 

17日 のろま人形公演 76 

18日 のろま人形公演 23 

23日 のろま人形公演 29 

24日  のろま人形公演 21 

25日 のろま人形公演（読売旅行） 28 

29日 のろま人形公演（読売旅行） 28 

30日 のろま人形公演 18 

31日 のろま人形公演 24 

8月 6日 のろま人形公演 13 

7日 のろま人形公演 44 

11日 のろま人形公演 37 

13日 のろま人形公演 25 

14日 のろま人形公演 20 

15日 のろま人形公演 43 

20日 のろま人形公演 27 

21日 のろま人形公演 27 

9月 12日 のろま人形公演（読売旅行） 32 

16日 ◆真野小学校 51 

26日 のろま人形公演（読売旅行） 36 

10月12日 ◆新穂中学校（体験学習） 27 

2月 21日 ◆新穂小学校 3年生 24 

22日 ◆八幡小学校 3、4年生 25 

3月 19日 神奈川大学 3 

 合計 880 

 

【赤泊郷土資料館】 

月日 団体・視察者名 人数 

6月 10日 ◆赤泊小学校 13 

8月 4日 ◆赤泊保育園 13 

10月13日 ◆小木保育園 37 

1月 20日 ◆赤泊小学校 27 

 合計 90 
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 文化庁「平成 28 年度 文化庁 文化芸術振興費補

助金（文化遺産を活用した地域活性化事業）」を受

けて補助事業を実施した。 

 

【地域の文化遺産普及啓発事業】 

イベント「佐渡民謡の祝祭－過去・現在・そして

未来へ－」の開催 

 

日  時  平成 28 年 10 月 2 日（日） 

    午前 10 時～午後 4 時 

主  催  佐渡民謡活性化実行委員会 

会  場  史跡佐渡奉行所跡 

来場者数  約 850 名 

事 業 費  3,196 千円 

 

佐渡民謡の普及啓発・次世代継承を目的とし、島内

17 民謡団体、七浦小学校民謡クラブ、羽茂高等学校

郷土芸能部などが出演する佐渡民謡堪能イベントを

開催した。 

予想を大幅に超える来場者を迎え、次世代継承に繋

がる第一歩を踏み出すことができた。 

 

【地域の文化遺産記録作成事業】 

 「佐渡民謡」という貴重な文化遺産を、未来を

託す子どもたちに伝えて行くため、佐渡民謡の記

録集及び教材用 DVD 等を作成し、各学校等へ配布

した。事業費 5,022 千円 

 

＜成果物＞ 

・佐渡おけさのあゆみ 

教材用動画（DVD29 分）……100 部 

・佐渡民謡の記録 

佐渡民謡記録動画（DVD209 分）…100 部 

・佐渡の民謡 

佐渡民謡小冊子 CD 付（CD76 分）…100 部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ．文化庁補助事業 
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1．展示事業 

 

【佐渡博物館】 

＜常設展示＞ 

事業趣旨 

 昭和 32 年 9 月 1 日に佐渡の郷土資料を収蔵・

展示する総合博物館として開館。島内の学術団体、

研究者の協力・支援のもと、調査研究・収集保管・

展示公開等の事業を展開してきた。 

 平成 5 年には増改築を行い、2 階土田麦僊素描

展示室（現 2 階企画展示室）と 1 階企画展示室（現

1 階佐渡金銀山展示室）を新設した。 

 平成 25 年 11 月 30 日に運営主体の財団法人が

解散し、一時休館。 

 平成26年4月1日に佐渡市立博物館として、「世

界農業遺産（GIAHS）」・世界遺産暫定リストに登

録された「佐渡金銀山」・「日本ジオパーク」に認

定された佐渡ジオパークの三つの遺産を発信する

と共に、佐渡の自然・歴史・文化の調査研究・公

開・発信を進め、佐渡学を学べる総合博物館とし

て、再出発した。（土地は八幡館の所有。建物は新

潟交通株式会社の所有。寄贈資料・購入資料とし

て財団法人が所有していた資料は佐渡市の所有と

なった。） 

 所蔵資料は約 7,000 件あり、そのうち土田麦僊

素描資料は約 500 点である。 

 

展示構成 

 常設展示は、2 階自然・考古・歴史・民俗展示

室で行っており、佐渡ジオパークのコンセプトで

ある「金とトキでたどる 3 億年の旅とひとの暮ら

し」の題で佐渡全体の自然・歴史・文化をまとめ

て紹介している。 

 同じく 2 階の美術・工芸展示室は企画展示場と

なっている。無名異焼・蝋型鋳金などの伝統工芸    

 

 

 

 

 

 

作品や佐渡出身の美術作家の作品などの展示を行

っている。 

 1 階では佐渡金銀山展示室を設け、絵図面・採

掘精錬道具・出土品・絵葉書等を用いて佐渡金銀

山遺跡の紹介・案内・歴史解説を行っている。1

階ホールには、「佐渡と人物」・佐渡市が推進する

三つの遺産のパネル、佐渡に伝わる民謡や佐渡ジ

オパークの紹介ＤＶＤ上映コーナー、クジラの化

石等がある。 

 中庭はロックガーデン（佐渡産出の岩石 50 種）

となっていて、赤松林の中を散策できる。中庭の

両脇に、佐渡の民家と土蔵（いずれも移築、安全

確保のため建物内立入り禁止）・古墳時代の竪穴住

居と高床式倉庫（いずれも復元、安全確保のため

建物内立入り禁止）がある。定期観光や、案内を

希望する入館者に対応するため、簡易的なガイド

マニュアルを作成し、職員が即座に対応できるよ

うにした。 

 また、平成 27 年度からは、展示されている内容

から出題するクイズブックを開始した。主に小学

生を対象として想定している。難易度ごとに初

級・中級・上級・博士コースの４種類を作成し、

希望する人が挑んでいる。 

 

常設展示の保守点検・補修 

 中庭にあるロックガーデンの案内パネルを更新

した。併せて、岩石の配置がわかる園内マップを

作成し、看板にして中庭の入口に設置した。 

 中庭に移築し展示していた古民家の老朽化が著

しいため、平成 27 年度から修復工事を行っている。

27・28 年度に茅葺屋根の葺き替えを実施した。 

 佐渡の自然・歴史・文化を紹介する博物館・子

Ⅳ．佐渡学センター事業報告 
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ども達の学びに活用できる博物館・佐渡が次世代

に伝えたい 3 資産（佐渡金銀山・佐渡ジオパーク・

世界農業遺産「トキと共生する佐渡の里山」）を紹

介する施設として、館内外及び周辺の美観や見学

環境を維持管理するため、保守点検・補修を行っ

ている。 

 

資料展示替え 

 佐渡市立佐渡博物館として再出発するのに合わ

せて、2 階で行っていた佐渡金銀山展示を 1 階に

移動し、新たに美術・工芸関係の展示スペースと

して、2 階で土田麦僊、人間国宝 3 名の作品など

美術・工芸を中心に展示した。 

 

＜企画展示＞ 

「佐渡の美術・工芸」 

会期 平成 28 年 4 月 17 日（日）～6 月 27 日（月） 

11 月 11 日（金）～平成 29 年 1 月 31 日（火） 

主催 佐渡博物館 

内容 主に佐渡出身の重要無形文化財保持者（人

間国宝）3 人の作品及び佐渡出身または佐

渡ゆかりの美術工芸作家の作品を展示した。

会場には作者の略歴を記した配布資料を置

いて、作品展示だけでなく作家の紹介もで

きるよう配慮した。 

 

「ペットボトルアート『朱鷺の舞う佐渡の自然』」 

会期 平成 28 年 7 月 7 日（木）～10 月 31 日（月） 

主催 佐渡市教育委員会 

内容 八幡出身で現在は横浜市を本拠地に活躍し

ている本間ますみ氏の個展。 

接着剤や塗料を使用せず、ハンダゴテと人

の手のみでペットボトルをアート作品にす

る「ペットボトル ソフィスティケイティド

アート」の分野で、県内では初めて開催さ

れるものとなった。 

この展覧会では、早春から晩秋に至る佐渡

の身近な自然、そこに暮らす動植物を実物

大で表現した作品を展示した。来場者はLED

によって浮かび上がる光景に親近感を抱く

と同時に作品の精巧さに目を奪われた。期

間中は作者 本間ますみ氏によるペットボ

トルアート制作教室（大人向け）も開催し

た。入館者数 6,756 人。 

 

ホール展「北一輝『霊告日記』修復記念展示 」 

会期 平成 28 年 7 月 25 日（月）～10 月 31 日（月） 

主催 佐渡博物館 

内容 「霊告日記」は、両津湊出身の思想家であ

る北一輝（1883～1937）が昭和 4 年 4 月

27 日から昭和 11 年 2 月 28 日（2・26 事件

の 2 日後）にかけて記した肉筆の記録であ

る。日記の作成から約 80 年が経ち、革表紙

や背表紙などの破損が目立っていた。 

   平成 27 年度に佐渡市が修復・保存のための

寄附を受け、修復を実施した。 

   その修復が完成したことを受け、1 階ホー

ルに臨時に資料紹介コーナーを設け、記念

展示を実施した。 

 

「松前神社 三十六歌仙絵馬」展 

会期 平成 28 年 11 月 11 日（金） 

～平成 29 年 1 月 31 日（火） 

主催 佐渡博物館 

内容 2 階 美術・工芸展示室をおよそ半分に仕切

り、「佐渡の美術・工芸」展示と併行して

行った企画展示。 

   三十六歌仙とは、平安時代中期の歌人藤原

公任が編纂した秀歌撰「三十六人撰」に選

ばれた歌人のこと。三十六歌仙絵馬は、歌

人の人物像と詠んだ和歌を配した額を神社

や寺に奉納したもの。佐渡に伝わる歌仙絵

馬のうち、松ヶ崎にある松前神社に奉納さ

れたものを展示した。入館者数 602 人。 
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【両津郷土博物館】 

＜常設展示＞ 

 平成 26 年 4 月 1 日より休館。事前申込みによ

り開館し、館内案内、資料閲覧の要請に対応した。 

 

事業趣旨 

 昭和 53 年に制定された「加茂湖総合開発計画」

により、湖に半島となって突き出た樹崎一帯が「レ

クリエーション保存地区」として位置づけられた。

そのなかで、市民の憩いの場、また生涯学習の一

拠点として、昭和 57 年に開館した博物館。メイン

テーマは「島のくらしと文化」としており、漁撈

用具などの民俗資料を中心に 3 万点以上の資料が

収蔵されている。 

 

展示構成 

 常設展示は、それぞれ「海」、「くらしと木」、「祭」

をテーマとした、第 1～第 3 展示室で構成されて

いる。民俗資料を中心に歴史資料がそれを補完す

る形での展示を行っている。 

 

常設展示の保守点検・補修 

 生涯学習施設、また市民の憩いの場として、館

内外及び周辺の美観を維持管理するため、保守点

検・補修を行っている。 

 

 

【相川郷土博物館】 

＜常設展示＞ 

事業趣旨 

 御料局佐渡支庁跡に三菱佐渡鉱山の所長室及び

本部事務室として建築され、鉱山の大幅縮小に伴

い、鉱山資料と共に三菱より相川町へ譲渡され、

昭和 31 年に開館した博物館。資料展示は主に鉱山

資料を中心に約 800 点を展示している。鉱山以外

の資料として、「佐渡海府の紡織用具と製品」（国

指定重要有形民俗文化財）等がある。 

 

展示構成 

 相川地区は金銀山と共に生きてきた地域であり、

鉱山に関係した資料を展示し、そのほか考古資料

や遊女関連資料、昭和 10 年代に外務大臣を務めた

有田八郎氏の資料を展示したコーナーがある。 

 体験コーナーとして水上輪を設置し、実際に回

して鉱山労働の厳しさと、当時の技術を体感でき

る。 

 

順路案内 

 建物本体が博物館として建築されたものでない

ため、スムーズに展示物の見学ができるようにな

っていない。そのため、案内看板を設置し、受付

でも説明するようにしている。 

 

常設展示の保守点検・補修 

 建物の一部および敷地が国指定史跡となってい

ることから、史跡保存のため周辺の美観等の維持

を中心に行っている。また、建物が古いため、建

物の補修や来館者の安全に対して保守点検を随時

実施し、平成 28 年度は周辺の草刈りと軽微な建物

補修、消防用設備等総合点検を実施した。 

 

展示資料替え 

 佐渡博物館 1 階の佐渡金銀山展示室に展示物・

収蔵物を出展しているため、代替え品として鉱山

機械の木型等を展示している。 

 

 

【相川文書館】 

＜常設展示＞ 

事業趣旨 

 昭和 45 年から始まった町史編纂事業であるが、

博物館が非常に手狭なため、昭和 48 年に旧第四銀

行相川支店（大正 2 年建築）を改築する際に旧相

川町へ建物を譲渡してもらい、昭和 50 年に完全移

築し、町史編纂の作業とその資料の公開を目的と

して開館した。平成 23 年 3 月、条例廃止と同時に
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機関廃止した。 

 

展示構成 

 基本的に展示物はなく、町史編纂時の貴重資料

が保管管理されている。平成 27 年度は、それらの

貴重資料の目録を作成した。 

 

常設展示の保守点検・補修 

 相川郷土博物館と一体のものとして、保守管理

に含めている。 

 

 

【相川技能伝承展示館】 

＜常設展示＞ 

事業趣旨 

 地域バイタリティー育成事業を活用して、地域

の歴史や伝統技術の学習機会を拡大するため、一

般・児童・生徒・学生を対象とした陶芸実習や裂

き織り体験の受入れを主目的に昭和 61 年に開館

した。 

 

展示構成 

 展示室では島内の窯元・裂き織り愛好者の作品

を集めて展示している。また、体験学習のメニュ

ーにはないが、文弥人形も展示している。裂き織

りについては、裂き織り実習室が自由に出入りで

き、見学できるようになっている。 

 

常設展示の保守点検・補修 

 体験設備として作業する建物であることから、

機器の整備や安全管理を常に行い、特に窯での陶

芸作品焼成等があるため、火災に対する注意喚起

を徹底しており、毎年消防用設備等総合点検を実

施している。 

 

展示資料替え 

 展示している陶芸作品は寄託品で、窯元から変

更の依頼があった場合に作品を変更している。 

 また、裂き織り作品販売コーナーに隣接して、

商品サンプル的な陶芸作品を展示するスペースを

設けて、出品している。 

 

 

【史跡佐渡奉行所跡】 

＜常設展示＞ 

事業趣旨 

 平成 6 年に佐渡金山遺跡（佐渡奉行所跡）が国

の史跡として指定されたことを受け、平成 13 年に

「御役所」建物を江戸期の技術で復元公開し、平

成 16 年には金銀山のガイダンス施設となる「勝

場」の公開を開始した。 

 平成 28 年度には、史跡佐渡金銀山遺跡佐渡奉行

所跡整備基本計画書を策定し、経年劣化箇所の補

修と今後の活用の方向性を計画した。 

 

展示構成 

 基本的に当時の技術で復元した建物を来館者に

体感してもらう形であり、御役所内を説明員が案

内している。ガイダンス施設である勝場では、発

掘調査で出土した遺物や、絵巻物（レプリカ）な

どの資料を展示し、当時の選鉱作業の設備を復元

し、実際に鉱山臼を回す体験を行っている。施設

の活用を図るため、地域イベントである「佐渡國

相川ひなまつり・お茶会」「宵乃舞」「鉱山祭り」

の会場として開放している。 

 

順路案内 

 建物本体が当時の復元として建築されたため、

建物内に矢印などの巡回案内を設置し、説明員が

つくようにしている。 

 

常設展示の保守点検・補修 

 当時の建物を復元したため、建物内での火気は

厳禁であり、照明も最低限度の設置としている。

機器の整備や安全管理を常に行い、特に火災に対

する注意喚起を徹底しており、毎年消防用設備等
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総合点検を実施している。 

 

＜企画展示＞ 

「佐渡國相川ひなまつり」 

会期 平成 29 年 3 月 1 日（水）～3 月 21 日（火） 

主催 佐渡國相川ひなまつり実行委員会  

後援 佐渡市 

会場 史跡佐渡奉行所跡 御門番所 

内容 御門番所に雛人形（相川郷土博物館所蔵）

を飾り、来館者に鑑賞していただいた。入

館者数 834 人。 

 

 

【佐渡国小木民俗博物館】 

＜常設展示＞ 

事業趣旨 

 大正 9 年に建てられた木造校舎をそのまま利用

して、昭和 47 年 6 月に開館した博物館。館内には

主に民俗資料を展示。その数 30,000 点余り。うち

「南佐渡の漁撈用具 1,293 点」「船大工道具 1,034

点」は国の重要有形民俗文化財に指定されている。

千石船展示館には、安政 5 年（1858）に宿根木で

建造された「幸栄丸」を当時の板図（設計図）を

もとにし、実物大で復元した「白山丸」が展示さ

れている。 

 

展示構成 

 旧館には、「衣」「信仰」「陶器」をテーマにした

展示室のほか、昔の生活道具を展示している大型

展示室がある。新館には南佐渡の漁撈具や農具な

どを展示。そして、千石船展示室には、全長 23.75m

の白山丸を展示しており、船内の見学もできる。 

 

順路案内 

 旧館と展示館は通路がつながっているが新館が

離れている。そのため新館を観覧せずに退館して

しまう入館者も見られたので、観覧順路図を作成

し受付にて配布した。また、外国から訪れた入館

者も多いため、裏面には英語表記で順路を示した。 

 

常設展示の保守点検・補修 

 市民の文化的・学術的活動の支援につなげるた

め館内と周辺の美観等を維持し、また、来館者の

安全の確保を目的に常設展示室の保守点検・軽微

補修、照明機器の補修・補充等を行っている。 

 28 年度は、4～9 月までに博物館周辺の草刈り、

樹木の剪定を行った。消防用設備等総合点検は 2

回行い、照明器具については定期的に館員が点検

し迅速な処理を行っている。 

 

＜企画展示＞ 

「白山丸まつり」 

会期 平成 28 年 7 月 23 日～7 月 24 日 

主催 白山丸友の会 

共催 佐渡市教育委員会 

内容 文化財の公開及び普及啓発を目的とし、日

本で最初に完全復元された千石船「白山丸」

を年一度屋外展示、帆上げし公開すること

により島内の観光施設への誘客を図る。来

場者 800 人。 

 

 

【海運資料館】 

＜常設展示＞ 

事業趣旨 

 この資料館では、郷土共通の課題「海運」と、

住民のくらしとの係わり合いを資料展示している。 

 

展示構成 

 文化、芸能と人との係り、小木港が大きな役割

を果たした金銀輸送のみち、船絵馬、旧小木町が

日本一の生産地であった船ダンス、和船に使用さ

れた用具、西回り航路による流れ、近代の汽船時

代コーナー等をわかりやすく展示。 

 また、考古資料は国指定史跡である長者ヶ平遺

跡の出土遺物を中心に展示している。 
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【幸丸展示館】 

＜常設展示＞ 

事業趣旨 

 近世までの日本海は、表日本であった。経済発

展を支えた海上交通は、小木港から対岸である越

後へも往来を繰り返した。小木－寺泊間を結んだ

現存する佐渡海峡最後の木造和船である「幸丸」

を港湾区域内に展示することにより、かつての小

木港の歴史を偲ぶと共に小木－寺泊との歴史や人

と物との交流の足跡を物語るシンボルとして保存

している。 

 

展示構成 

 18ｍ×24ｍの吹き抜けの展示館内には、船主で

あった長谷川正作氏の計画により、航海中にいか

なる船も優先した「右舷開き」と呼ばれる帆形を

再現して展示を行っている。また、展示館前庭に

は、案内解説看板や天然記念物および名勝「佐渡

小木海岸」の岩石（枕状溶岩、柱状節理）、かつて

湾内に使用されていた尾道産の御影石などを配し、

無料入館できる身近な文化施設として利用されて

いる。 

※現在は、傷みのため帆を下ろしている。 

 

 

【佐渡植物園】 

＜常設展示＞ 

事業趣旨 

 佐渡島の植物分布の特異性、多様性の縮図とし

て、佐渡島内に自生している植物を収集、植栽、

展示して研究の資料として提供する。 

 青少年の生涯学習の場としての植物園を提供す

る。文化的、学術的資料を提供し、植物に親しむ

場を提供する。 

 

展示構成 

 北緯 38 度線上に位置する佐渡島は、潮流の影響

によって寒暖の差が少なく自生種が極めて多い。

日本列島の縮図的な植物分布となっている。13 の

ゾーンに区分けした園内には、自生種の代表的な

植物を植栽展示しており自然散策道や遊歩道を歩

くと四季を通じて趣が感じられる。 

 昭和 47 年佐渡植物園 20 周年記念として、明治

神宮から分けて頂いた花菖蒲は 6 月下旬～7 月上

旬が見頃である。 

 

園内の整備点検 

 市民の文化的・学術的活動を支援につなげるた

め園内と周辺の美観等を維持し、また、来館者の

安全の確保を目的に園内の整備点検を行っている。 

 

＜企画展示＞ 

「春の山野草展」 

会期 平成 28 年 5 月 14 日～5 月 15 日 

主催 佐渡植物園・佐渡植物園友の会 

会場 羽茂地区公民館ホール 

内容 出展者 13 人、展示 235 鉢、来場者 133 人 

 

「ウチョウラン展」 

会期 平成 28 年 7 月 2 日～7 月 3 日 

主催 佐渡植物園・佐渡植物園友の会 

会場 羽茂地区公民館ホール 

内容 出展者 12 人、展示 262 鉢、来場者 123 人 

 

「大文字草展」 

会期 平成 28 年 10 月 29 日～10 月 30 日 

主催 佐渡植物園・佐渡植物園友の会 

会場 羽茂地区公民館ホール 

内容 出展者 15 人、展示 273 鉢、来場者 114 人 

   写真 18 点 

 

「雪割草展」 

会期 平成 29 年 3 月 25 日～3 月 26 日 

主催 佐渡植物園・佐渡植物園友の会 

会場 羽茂地区公民館ホール 

内容 出展者 14 人、展示 341 鉢、来場者 203 人 
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   写真 15 点 

 

【新穂歴史民俗資料館】 

＜常設展示＞ 

事業趣旨 

 当初は、大野川ダム建設事務所であった建物を

利用して、昭和 55 年に開館した。トキをはじめと

して、旧新穂村に関する資料を中心に考古・農具

などが収集されていた。これらの資料をさらに有

効利用するため、昭和 62 年に現在の資料館が建設

された。1 階において芸術・伝統芸能、2 階におい

て考古と民俗資料の展示を行っている。また、1

階では裂き織りや勾玉作りの体験を随時受け付け

ている。 

 

展示構成 

 1 階では、新穂出身の日本画の大家土田麦僊の

作品や鬼太鼓、国指定文化財の文弥人形、県指定

文化財の説経人形・のろま人形に関する資料が展

示されている。2 階においては、国指定重要文化

財の新穂玉作遺跡や蔵王遺跡の資料、また各種農

具や生活用具といった民俗資料が展示されている。 

 

常設展示の保守点検・補修 

 平成 21 年度までは佐渡市が受付・保守管理をし

ていた。平成 22～25 年度は新穂さきおりサーク

ルに、平成 26 年度は佐渡シルバー人材センターに

受付業務を委託した。平成 27 年度からは地元有志

の団体「新穂の歴史と民俗を考える会（通称：新

穂資料館友の会）」（主な構成員：新穂ふる里講座・

新穂銀山友の会・新穂山車保存会・新穂さきおり

サークル）に受付・企画展開催を含めた管理運営

業務を委託した。施設保守・点検については、保

守点検業者に委託し、市職員が新穂資料館友の会

の協力を得て実施した。 

 

＜企画展示＞ 

「2016 新穂写彩の会 作品展」 

会期 平成 28 年 4 月 26 日（火）～5 月 22 日（日） 

主催 新穂の歴史と民俗を考える会  

内容 2016 年の新穂写彩の会の作品展。特別出品

として佐渡総合高校の写真部の作品も合せ

て展示した。入館者数 264 人。 

 

「『のろま人形』絵画展」 

会期 平成 28 年 6 月 21 日（火）～7 月 9 日（日） 

主催 新穂の歴史と民俗を考える会  

内容 新穂歴史民俗資料館を会場にして、新穂地

区内の芸能団体による芸能公演（春駒、の

ろま人形）が 7 月～8 月に行われることに

先立って、「のろま人形」を題材にした絵

画、上演風景写真展。島内在住のアマチュ

ア作家（斉藤テル氏、山田武夫氏、高橋信

一氏）および愛知県立芸術大学名誉教授 布

施伸介氏（物故 日本画家）の作品等を展

示した。入館者数 160 人。 

 

「麦僊」展 

会期 平成 28 年 7 月 20 日（水）～10 月 2 日（日） 

   ※第 1 期 7 月 20 日（水）～8 月 7 日（日） 

    第 2 期 8 月 9 日（火）～9 月 4 日（日） 

    第 3 期 9 月 6 日（火）～10 月 2 日（日） 

主催 新穂の歴史と民俗を考える会 

内容 土田麦僊の下絵・本画・書簡など、佐渡市

立博物館・資料館収蔵品や島内個人蔵の作

品・資料を展示した。 

   佐渡博物館での特別展開催に伴い、同館に

土田麦僊関係の展示が一時的になくなった

ため、貴重な鑑賞機会となった。 

入館者数 1,242 人 

 

「大屋昌彦 デジタルアート」展 

会期 平成 28 年 8 月 30 日（火）～10 月 2 日（日） 

主催 新穂の歴史と民俗を考える会 

内容 新穂地区在住の大屋昌彦氏が制作したデジ

タルフォトの作品展。平成 27 年度につづく
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2 回目の開催となった。来館者は写真と絵画

を融合させた鮮やかで個性的な色彩と表

現、さらに大屋氏の人柄が表れた作品を楽

しんだ。また、会場で展示作品の人気投票

も行われた。入館者数 630 人。 

 

 

「裂き織り」作品展 

会期 平成 28 年 10 月 9 日（日）～10 月 31 日（月） 

主催 新穂さっこりサークル 

共催 新穂の歴史と民俗を考える会 

内容 10 月 9 日の「トキ夕映え市」に合わせて開

催。主に島内在住の裂き織り愛好者が作品

を出品した。作品数 150 点、入館者数 860

人。 

 

 

「新穂大野『清水寺 二十八部衆像』」展 

会期 平成 29 年 3 月 1 日（水）～4 月 23 日（日） 

主催 新穂の歴史と民俗を考える会 

共催 新穂銀山友の会 

協力 新穂大野 東光山清水寺 

   新穂写彩の会、佐渡博物館 

内容 新穂大野の東光山清水寺の本堂（本尊は木

造千手観音立像）にあった木造の二十八部衆像（本

尊 千手観音の眷属）の写真パネル・比較的保存状

態のよい像を公開。 

清水寺の二十八部衆像は、平成 17 年 7 月に「新潟

の仏像展」の事前調査で来島した新潟県立近代美

術館 水野敬三郎館長（当時）らによる調査がきっ

かけとなり、学術的な調査の目が向けられるよう

になった。その形態から制作が平安時代後期まで

さかのぼるとの見解が示されている。しかし現状

では保管環境に不安があることが否めず、清水寺

のご理解ご協力のもと、平成 28 年 1 月～2 月に佐

渡市が収蔵庫へ移動し、燻蒸処理を実施した。平

安時代後期までさかのぼる唯一の遺例と考えられ

るこれらの木造を地元の方々に紹介する機会とな

った。入館者数 474 人。 

 

 

【金井歴史民俗資料収蔵庫】 

＜常設展示＞ 

事業趣旨 

 広く佐渡国中平野における農耕文化資料の保存

を目的として、昭和 50 年に竣工した。その後、郷

倉が旧両津市大字上横山（現在の佐渡市上横山）

から移築されている。民俗資料約 2,000 点、考古

資料約 4,000 点を収蔵している。平成 23 年 3 月に

佐渡市歴史民俗資料館条例から記載を削除すると

同時に機関廃止した。 

平成 23 年度から資料館としての開館は行ってい

ない。 

 

 

【明治紀念堂（開導館）】 

＜常設展示＞ 

事業趣旨 

 明治 27 年から 28 年にかけて行われた日清戦争

で、佐渡出身の兵士 40 余名が戦死した。その英霊

を慰めるため明治 29 年に、金井地区得勝寺の住職

である本荘了寛が一念発起し、島内外から義損金

を集め、敷地を購入し堂宇を建立し「明治紀念堂」

と名付けた。 

 その後、付属施設として博物資料を展示するた

めの「開導館」を建てた。相川の鉱山学校から譲

り受けた資料や、日清・日露戦争等の資料、島内

外の資料を陳列した。明治 35 年に、明治紀念堂と

開導館の落成式が開催された。 

平成23年3月に条例廃止すると同時に機関廃止し

た。 

 現在、資料館としての開館は行っておらず、今

後文化財として活用する予定。 
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2．収集保管事業 

 

寄贈 

4 月 

・林昭三作 木彫 「道」 

6 月 

・文弥人形（源義経・静御前）、ガラスケース 

7 月 

・馬堀法眼喜孝画 七福神 

・九谷焼丼鉢 

・第 3 回佐渡おけさ全国大会優勝トロフィー 

・大立竪坑内鉱石 

・渡辺藤一作 木彫 人物像 

・小木半島産の岩石 ２個 

8 月 

・萩田家資料 一括 

9 月 

・安田家古文書並びに記録 

・石川甚五郎家資料 

・井上家資料 

・佐渡おけさ関係 CD・DVD ほか 

10 月 

・石膏像 

・高見良一氏遺作 版画類ほか 

・山田武夫氏遺作 貼り絵・日本画 

・本間俊夫氏収集民具 

・佐渡新聞、東京毎夕新聞 

11 月 

・神代杉（新穂潟上出土） 

・江川蒼竹書軸、小川末吉色紙、新聞切抜きほか 

・ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙｱｰﾄ作品 蝶・ｶﾏｷﾘ・ｶﾌﾞﾄ虫・ﾄﾝﾎﾞ 

・白山瀬より揚陸の碇 

・青野季吉自筆原稿 

・佐々木八郎自筆原稿 

 

 

 

 

 

 

 

12 月 

・土屋永長家 連歌関連資料 

・角巻、刺し子の中掛け他衣類一式 

・キジの剥製 付ガラスケース 

・伊藤珠谷画 屏風 

1 月 

・衣類（サシコを施す）一式 

2 月 

・本間雅晴 元陸軍中将 揮毫書 篤敬 

・中川雀子はがき 三宅清治郎宛て 

・王治本書 書軸 

・赤泊 音屋丸 漁具 

3 月 

・沢根佐野屋 雛人形、土人形 12 件 

 

 

採集 

3 月 

・佐渡産ネズミ・モグラ類 標本 

 

 

寄託 

8 月 

・呉州手染付龍文壺、呉州手染付唐草文壺、呉州

手赤絵龍文四耳壺 

・金子勘三郎家文書 

11 月 

・ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙｱｰﾄ作品 ｶﾀｸﾁｲﾜｼ及び LED 等展示装置

一式 
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3．調査研究事業 

 

・佐渡島の哺乳類相調査事業 

 佐渡島に生息する固有の哺乳類の実態を明らか

にするため、小佐渡・国中地域を中心に捕獲調査

を実施した。 

 捕獲した個体は、ハタネズミが 2、アカネズミ

が 25、サドモグラが 2 の計 29 個体。そのすべて

について、外部形態を計測した後、標本化した。

標本は、佐渡博物館と神奈川県立生命の星･地球博

物館に分けて収蔵した。 

日時：平成 28 年 10 月 1 日～平成 29 年 3 月 31 日 

内容：生息する種の調査（痕跡調査・ワナ捕獲・

形態計測・解剖・標本作製） 

実施者：佐渡博物館 山本佳奈（臨時職員） 

    神奈川県立生命の星･地球博物館 

    鈴木 聡（動物担当学芸員） 
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4．普及教育事業 

 

【小学校との連携事業】 

・平成 28 年度 「小学生による佐渡金銀山関係の

郷土学習」 

 佐渡市立全小学校を対象に、佐渡の金銀山に関

連した郷土の歴史や文化などを学習する機会とし、

郷土を愛し誇れる子どもたちの育成を目的とする。 

 

参加校 相川小学校、沢根小学校、八幡小学校、

内海府小学校、羽茂小学校、新穂小学校 

 

＜現地学習の事例＞ 

① 相川小学校 

実施日 5 月 12 日(木)、17 日(火)、24 日(火) 

児童数 20 人 

内容 相川金山では、道遊の割戸、及び周辺施設

等について、京町通り周辺では町名の由来、

佐渡奉行所では金山との関連等、それぞれ

の場所で学習し、地元の歴史や文化を学ぶ

機会とした。 

行程 相川小学校→史跡佐渡金山→金山周辺→ 

相川小学校 

 

② 沢根小学校 

実施日 5 月 19 日（木）、24 日（火） 

児童数 19 人 

内容 出前授業では、佐渡の金銀山、及び沢根の 

歴史と鶴子銀山について、現地学習では、 

相川金山周辺、及び鶴子銀山周辺について 

学習し、地元の歴史や文化を学ぶ機会とし 

た。 

行程 沢根小学校→史跡佐渡金山→鶴子周辺→ 

沢根小学校 

 

③ 八幡小学校 

実施日 9 月 2 日（金）、13 日（火） 

児童数 15 人 

 

 

内容 出前授業では、佐渡金銀山、世界遺産登録 

に向けた取り組み、佐渡金銀山と八幡地区 

との関わりについて、現地学習では、佐渡 

金銀山の世界遺産登録関連施設について学 

習し、地元との関わりを学ぶ機会とした。 

行程 八幡小学校→史跡佐渡金山→相川周辺→ 

八幡小学校 

 

④ 内海府小学校 

実施日 9 月 16 日（金） 

児童数 9 人 

内容 相川金山で、道遊の割戸、及び機械工場や 

近代化遺産、また、相川の町並み、佐渡奉 

行所について学習し、相川の歴史や文化を 

学ぶ機会とした。 

行程 内海府小学校→相川周辺→内海府小学校 

 

⑤ 羽茂小学校 

実施日 9 月 30 日(金)、10 月 6 日(木)、 

11 月 15 日(火) 

児童数 25 人 

内容 現地学習では、道遊の割戸、及び機械工場

や近代化遺産について、出前学習では、相

川街道周辺の遺跡やその由来、また、金に

関連することについて学習し、相川の歴史

や文化を学ぶ機会とした。 

行程 羽茂小学校→史跡佐渡金山→羽茂小学校 

 

⑥ 新穂小学校 

実施日 11 月 14 日(月)、22 日(火) 

児童数 14 人 

内容 出前授業では、新穂銀山の歴史、島内の金

銀山について、現地学習では、新穂銀山周

辺について学習し、地元の歴史を学ぶ機会

とした。 

行程 新穂小学校→新穂銀山周辺→新穂小学校 
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【出前授業・講演等】 

・新穂小学校 6年生 

 11 月 14 日（月） 

 出前授業「新穂銀山について」 

 

・佐渡市地域限定特例通訳士養成講座 

 12 月 14 日（日） 

 講話「地域の伝統芸能について」 

 

 

【職場体験】 

・佐和田中学校 2年生 

実施日 7 月 27 日（木）～7 月 29 日（金） 

生徒数 4 人 

内容 佐渡博物館職員へのインタビュー、展示資

料の作成、館内清掃 ほか 

 

 

【学芸員実習】 

 下記 2 件の実習を実施した。 

 

・首都大学東京 

学生数 1 人 

実施施設：佐渡国小木民俗博物館 

期間 7 月 25 日（月）～8 月 3 日（水） 

 

・日本大学 

学生数 1 人 

実施施設：佐渡博物館 

期間 8 月 1 日（月）～8 月 12 日（金） 
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平成２８年度 

参加校学習成果 

参加校 

☆ 相川小学校 P35,P36 

☆ 沢根小学校 P37～P53 

☆ 八幡小学校 P60,P61 

☆ 内海府小学校 P62,P63 

☆ 羽茂小学校 P54～P59 

☆ 新穂小学校 P64～P72 



ぼくらが伝える黄金伝説！ 

佐渡市立相川小学校 

１ 指導計画 

活動時期 活動内容 詳細 

４月 全校総合 

（オリエンテーション） 

【講師】世界遺産推進課 山口様 

佐渡金山について、プレゼンテーシ

ョンを用いてお話をしていただく。 

５月 ①ストリートファニチャー探し 

 （相川の町名調べ） 

 

 

②京町・奉行所のガイドを受ける 

 

③金山ガイドを受ける 

京町通周辺に建てられている町名の

書かれている石碑を探し、相川の町名

について調べる。 

 

【ガイド】世界遺産推進課 山口様 

 

【ガイド】世界遺産推進課 濱野様 

 金山の２つのコースをまわり、ガイ

ドを受ける。 

６月 ①京町・奉行所のガイドの原稿作り 

 

 

 

②新津第一小学校の修学旅行生に、京

町・奉行所のガイドを行う 

 ガイドを受けてみて、自分たちが始

めて知ったことや興味をもったこと

を、まとめる。 

 

 ５つの班に分かれ、京町通りと奉行

所のガイドを行う。 

７月 国際大学の留学生に、京町・奉行所の

ガイドを行う 

 外国語活動の時間に、自己紹介の練

習を行った。通訳の方と協力し、ガイド

を行った。 

８月 新潟市の小学４～６年生に、京町・奉

行所のガイドを行う 

 アグリパーク主催行事 

１０月 ①１回目の金山のガイドを行う 

 

②２回目の金山ガイドを行う 

【指導者】ゴールデン佐渡 石川様 

 児童のガイドの様子を見ていただ

き、適宜アドバイスを受けながら、ガイ

ドを行った。 

【指導内容】 

 ・お客さんの目を見て話すこと 

 ・間を空けすぎず話すこと 

１１月 まとめ  



２ 児童のまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 活動の様子 

 

 

 

 

 





































羽茂小学校  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



世界遺産推進：佐渡市立八幡小学校児童作成リーフレット

３０㎝



世界遺産推進：佐渡市立八幡小学校児童作成リーフレット

史跡佐渡金山

（ゴールデン佐渡）

佐渡市下相川1305番地

作成者：佐渡市立八幡小学校 ５年生（平成28年度）

住 所：〒952- 1311 佐渡市八幡２００２番地

メール：yahata-es@sado.ed.jp

ご感想等いただけるとありがたいです。
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佐渡金山見学のまとめ

内海府小学校３年・４年・５年

内海府小学校では、３年生から５年生の児童５名が、佐渡金山について調べたことをパ

ワーポイント、新聞、年表などにまとめて総合学習発表会で保護者に発表した。

「佐渡金山の歴史」
３年 渡部 庵史

佐渡金山の発見から金の採掘を中止し世界文化遺産へ

の登録 を目指 す現代までの歴 史を中心に年表 にまとめ

た。

《感想・分かったこと》
○佐渡金山は、４００年も前から金を掘っていたことが

分かった。

○相川は金山で大きくなった町だということが分かった。相川だけで５万人も人が住んで

いたのはすごいと思った。

○大久保長安という奉行が権力をもっていたことが分かった。

「佐渡金山で働いていた人々」
４年 多田 穂乃香

佐渡佐渡金山では、どんな人々がどんな道具を

使ってどのように金を掘っていたのかを調べ、パ

ワーポイントでまとめて発表した。

《感想・分かったこと》
○金を方ときには、鉱石を掘る、運ぶ、水をくみ

出す、空気を送るなどいろいろな仕事があったこ

とが分かった。

○電気など無いので全部手作業だが、いろいろな道具を使って金を掘っていたことが分か

った。機械のない時代に手作業で金を掘るのはとても大変な仕事だったと思う。

○いろいろな仕事を分担して効率よく仕事をしていたことがわかった。

○全国の金の半分を佐渡で掘り出していたので、佐渡は江戸幕府にとって大切な場所だっ

たことが分かった。
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「聞いてびっくり 佐渡金山クイズ」
４年 本間 岬

佐渡金山の見学をきっかけに金に興味を持った。なぜ

金が貴重なのか、現在金はどのように使われているのか

を調べた。また、北澤浮遊選鉱場など近代遺産について

も調べ、それらをクイズにして発表した。

《感想・分かったこと》
○金はかざりだけでなく電気製品などいろいろなところ

に使われていることが分かった。

○佐渡金山では江戸時代から平成まで４００年も金を掘り続けていたことが分かった。佐

渡には金がたくさんあったのだなと思った。

○道遊の割戸を見て、昔の人は手堀りでも山を割ってしまうくらいに金を掘り続けたこと

が分かった。大変だったのだろうと思った。

○観光では佐渡金山に行ったことがあったが、あまり知らなかったが、少し分かってきた。

「佐渡金山の秘密」
５年 北澤 麗花

相川京町の石垣に残っている石臼や北澤浮游選鉱

場など見学をしておもしろいと思ったこと、不思議

に思ったことについて調べてクイズにした。

《感想・分かったこと》
○石垣の中に昔の石臼が入っていたことに驚いた。

○北澤浮游選鉱場は、金の生産量を増やすための新

しい技術を取り入れた工場だったことが分かった。

○佐渡金山からは、たくさんの金が掘り出されていた。それだけ金が必要だったのだと思う。

○佐渡金山には、古い歴史があることが分かった。

「金山豆知識１・２」
５年 渡部 来門

佐渡金山の見学から奉行所の勝場と道遊の割戸につい

て興味をもち新聞にまとめた。

《感想・分かったこと》
○金は山からそのまま出てくるのかと思っていたが奉

行所の勝場を見て、金を作るためにはいろいろな加工

が必要なことが分かった。昔の人がこんな複雑な金の

作り方を知っていたということに驚いた。

○道遊の割戸の中がどうなっているの

かが不思議だった。ありの巣のように

なっていて暗くておもしろかったけれ

ど、実際に固い岩を人の手で掘るのは

大変なことだと思った。
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5．支援・助成事業 

 

【文化財保存継承事業】 

佐渡鷺流狂言研究会「後継者育成」 

・9 月 11 日 能・狂言フェスティバル 佐賀県神

崎市で開催 

  

高千中学校「文弥人形保存継承」 

・文弥人形参加者 18 名 

・7 月 15 日 棚田サミット 高千中学校特別活動 

      室 

・8 月 13 日 たかち芸能祭 高千中学校グラウン 

      ド 

・8 月 24 日 わたしの主張地区大会 あいかわ開 

発総合センター 

・10 月 23 日 文化祭 高千小学校体育館 

 

【伝統文化等保存支援事業】 

羽茂高等学校「郷土芸能部」 

・生徒 30 名  

・7 月 27 日～8 月 2 日  

第 40 回全国高等学校総合文化祭 広島県三原 

市 

・8 月 25 日～8 月 29 日 

 第 27 回全国高等学校総合文化祭優秀校東京公 

演 東京都千代田区 

  

佐渡の能を識る会「伝統芸能体験学習」 

・金井中学校 講義「能・世阿弥・佐渡と能の 

装束」 

・能楽 4 拍子（笛、小鼓、大鼓、太鼓）、謡い、 

仕舞の体験講座 学生 63 名  

・佐渡小中学校教師対象の能楽器指導講座 教 

師 25 名 

・能と人形芝居体験講座 一般 16 名 

・島外小学校との郷土芸能交流 島外小学校 1 

校 48 名参加 

・能装束着付け講座、小鼓教室 

6．連携事業 

 

【新潟大学人文学部・ 

佐渡市教育委員会連携協定事業】 

シンポジウム 

「東アジアにおける古代佐渡－仏教文化とその周

辺－」 

日時 平成 28 年 11 月 5 日（土） 

午後 1 時～4 時 45 分 基調講演と討論 

会場 トキのむら元気館 

入場者数 138 名 

内容 

 基調講演 佐渡国分寺の造営とその前後－東ア

ジア地域との関係を中心に－ 

 講 演 者 新潟大学人文学部教授 中林隆之氏 

  

基調講演 平安時代の佐渡の寺社－その背景と

諸地域との比較を中心に－ 

報 告 者 新潟大学名誉教授 荻美津夫氏 

 

基調講演 文化財からみた古代佐渡の仏教文化 

報 告 者 佐渡市世界遺産推進課文化財室長 野口敏樹氏 

 

討  論  中林隆之教授、荻美津夫名誉教授、 

野口敏樹室長 

討論司会  飯島康夫准教授 

 

主催 新潟大学人文学部  

共催 佐渡市教育委員会 
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佐渡学セミナー 

第 6 回「佐渡学セミナー」 

日時 平成 29 年 2 月 4 日（土） 

午後 1 時 30 分～4 時 45 分  

会場 トキのむら元気館 

入場者数 191 名 

内容 

・講 演 佐渡島遺跡群からみた東日本弥生社会

の一断面 

講演者 新潟大学人文学部助教 齋藤瑞穂氏 

  

・講 演 順徳天皇と宮廷芸能 

報告者 新潟大学人文学部准教授 中本真人氏 

 

主催 佐渡市教育委員会 

共催 新潟大学人文学部 

 

 

 

 

 

 

 

 

表現プロジェクト演習 Q 

（佐渡のお祭りに参加しよう！） 

日時 平成 28 年 9 月 12 日（月）～15 日（木） 

会場 赤泊地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7．イベント（共催事業） 

 

・宵乃舞（史跡佐渡奉行所跡） 

 平成 28 年 6 月 4 日（土）～5 日（日） 

 

・白山丸まつり（佐渡国小木民俗博物館） 

 平成 28 年 7 月 23 日（土）～24 日（日） 

 

・佐渡國相川ひなまつり 

茶会（史跡佐渡奉行所跡） 

 平成 29 年 3 月 19 日（日） 

 

 

8．刊行物 

 

・佐渡学センター 年報第 8 号 

・第 5 回 佐渡学セミナー記録集 

・佐渡国小木民俗博物館クイズブック ①／② 

 （佐渡市小学校教育研究会社会科部 作成） 

（75 頁に資料を掲載） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の佐渡学セミナーは音声を録音した。正式な

記録・報告は佐渡学センターにおいて作成し、佐渡

市教育委員会社会教育課佐渡学センターが発行す

る「佐渡学セミナー記録集」等に収録し、刊行され

る予定である。 
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佐渡国小木民俗博物館クイズブック（①／②） 
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【佐渡市博物館協議会等】 

佐渡市博物館協議会では、「佐渡博物館の活用」

について、具体的な基本理念や取り組むべき活用

内容を議論した。 

 

第 1回 佐渡市博物館協議会 

平成 28 年 6 月 28 日（火） 

協議内容 

・佐渡市博物館協議会委員の任期満了に伴う委嘱

について 

・平成 27 年度博物館・資料館の事業並びに決算報

告について 

・平成 28 年度博物館・資料館の事業中間報告につ

いて 

・佐渡市博物館活用専門部会に設置について 

 

 

第 2回 佐渡市博物館協議会 

平成 28 年 11 月 9 日（水） 

協議内容 

・平成 28 年度博物館・資料館の重点事業の進捗状

況について 

・平成 29 年度博物館・資料館の重点事業計画につ

いて 

・平成 28 年度佐渡学推進事業の重点事業の進捗状

況について 

・平成 29 年度佐渡学推進事業の重点事業計画につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ．関係団体 
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【佐渡博物館】 

4月 20日 文化の記憶館 作品返却 

25日 国立民族学博物館 館長来館 

27日 NHK取材 

5月 2日 ペットボトルアート打ち合わせ 

 北見文庫来館 

16日 いわき短期大学 山崎教授来館 

6月 24日 電気工事、エレベーターの点検、自販機

入れ替え作業 

6月 27日 美術・工芸展示室展示替えのため閉鎖 

7月 1日 ペットボトルアート搬入 

7日 ペットボトルアート展（期間～10/31） 

8日 ペットボトルアートワークショップ開催 

27日 佐和田中学校職場体験 4名 

 28日 佐和田中学校職場体験 2名 

29日 佐和田中学校職場体験 4名 

7月 31日 ペットボトルアート実演、ワークショッ

プ 

8月 1日 博物館実習 日本大学 8／2まで 

20日 ジオ親子体験学習 会議室使用 

29日 空調修繕 

9月 21日 民謡イベント会議 

10月10日 古民家屋根修繕 

11月 1日 展示替え 

3日 ペットボトルアート本間氏来館 

6日 新潟県民具学会来館 

9日 消防設備点検 

11日 松前神社三十六歌仙絵馬開催（～1/31） 

15日 電気設備点検 

2月 4日 第 6回 佐渡学セミナー 

2月 19日 八幡 銀杏の会よりプランター32個届く 

2月 28日 宿根木調査チーム来館 

3月 22日 看板設置 

27日 展示替え 

 

 

【両津郷土博物館】 

 記録なし 

 

 

 

 

【相川郷土博物館】 

4月 27日 
NHK制作局「高田慎蔵」の資料について

打合わせ 

5月2日～

4日 
文書館にて資料目録作成 

5月 15日 スポニチ佐渡ロングライド 210 

18日 北教育事務所、春日地区の方と下見 

24日 NHK撮影「高田慎蔵」に関する資料 

6月 4日 本、鉱石寄贈 

8日 那智熊野曼茶羅絵図の調査 

28日 世界遺産推進課 視察 9名 

 観光課 ロケ下見 

7月 9日 那智熊野曼茶羅絵図の調査 

8月 4日 世界遺産推進課 視察 15名 

18日 NHK撮影 

27日 北沢鼓童イベント 17:00～20:30開館 

9月 15日 文化庁・県文化財政課 視察 9名 

10月14日 「新穂村瀧沢銀山岡山図」NHK撮影のた

め佐渡博へ 

17日 産業振興課 見学 3名 

25日 世界遺産推進課 視察 18名 

28日 テレビ朝日 館内撮影 

 パース大学森山教授 石井文海・夏海の

資料見に来館 

12月14日

～15日 
自動火災報知設備 移転工事 

2月 20日 トイレ天井、文書館床修繕 

3月 1日 雑誌取材 

2日～3日 建物耐震調査 

17日 社会教育課 視察 3名 

18日 はんが甲子園 5名 

 

 

【史跡佐渡奉行所跡】 

4月 18日 ～19日勝場ねこ流し用タンク掃除 

5月 15日 佐渡ロングライド 210 

31日 NHK撮影（ブラタモリ） 20名 

6月 3日 NHK撮影 3名 

 
宵の舞（6/3～6前後準備撤収） 

7日 雑誌取材 

18日 金の道 AM7:20～ 

 寺社溜着替え場所として提供 

Ⅵ．日誌抄 
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28日 菊地設備役所多目的トイレ 

 女子トイレ中央便座交換 

7月 12日 FMラジオ（ヤンさん） 

15日 ～17日 アンケート調査 

 ㈱空間文化開発機構 

23日 ～24日鉱山祭 

 〃 相川中学ボランティアガイド 

30日 ～31日 相川中学ボランティアガイド 

9月 12日 蜂の巣駆除 

26日 佐渡民謡の祝祭御白州ステージ仮設営 

29日 ～10月 1日民謡の祝祭準備 

10月 2日 佐渡民謡の祝祭開催 

3日 ～4日民謡の祝祭片付け 

6日 御役所正面右側側溝修繕 

19日 相川祭り 

11月 2日 勝場男子トイレ修繕 

17日 役所絵巻展示ケースライト修繕 

24日 ～25日勝場タンク掃除 

 御役所北側壁修繕 

1月 7日 ねこ流しバルブ漏水 点検作業 

11日 読売新聞取材 

20日 サドテレビ撮影 

2月 3日 相川ひな祭りスタンプラリー 

2月 4日 さどの日キャンペーン 

5日 三重テレビ取材 

3月 16日 松の木処分及び植樹 

17日 ～19日お茶会（淡交会） 

 

 

【相川技能伝承展示館】 

 記録なし 

 

 

【佐渡国小木民俗博物館】 

4月 4日 海運資料館より雛人形返却 

5日 『こまち』撮影取材 

10日 選挙の為本館 3年教室使用 

18日 新潟観光コンベンション協会取材見学 

21日 白山丸展示館へ DVD用テレビ搬入 

24日 友の会草刈り 

25日 『ぐるなび』撮影取材 

29日 
『世界！ニッポン行きたい人応援団』

撮影取材 

5月 2日 はんぎり茶屋使用 

11日 体育館コンパネ直し 

17日 収蔵品整理方法説明 

18日 北陸テレビ撮影取材 

19日 収蔵庫確認作業開始 

6月 9日 LEDの調査 

11日 友の会草刈り 

14日 松くい虫の松の伐採 

17日 工作室屋根修繕 

19日 東海大学海洋科学博物館取材見学 

20日 火災受信機故障 業者点検作業 

27日 館内男子トイレつまり修繕 

7月 10日 参議院選挙のため本館 3年教室使用 

16日 火災受信機新品に取り換え 

 友の会草刈り 

20日 船ダンス返却 

23日 白山丸まつり 前夜祭 

24日 白山丸まつり 本祭り 

25日 博物館実習 8／3まで 

8月 23日 
鼓童関係 はんぎり茶屋使用 8／29

まで 

9月 7日 友の会草刈り 

27日 NHK撮影取材 

30日 
『マップルマガジン・新潟佐渡 2018』

撮影取材 

10月 4日 取材 

5日 収蔵庫片づけ 10／7まで 

11日 収蔵庫片づけ 

16日 選挙の為本館 3年教室使用 

17日 アルソック工事開始 

23日 友の会草刈り 

31日 前庭砂利運搬 

11月28日 甲成建設倉庫工事 

12月 1日 警備設備運用開始 

2月 9日 
松くい虫の松 2本伐採、桜の樹 2本伐

採 

21日 新館 火焔式土器設置 

25日 工作室天井工事 

27日 伐採作業 

3月 3日 月刊 いちこじん撮影取材 

16日 『なじらぼ』撮影取材 

 

 

【海運資料館】 

 記録なし 
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【新穂歴史民俗資料館】 

4月 3日 のろま人形返却 

7日 青磁小皿、陶器（花瓶）佐渡博へ 

22日 掛け軸搬入 

23日 写彩の会作品展準備 

26日 写彩の会写真展開催 

5月 11日 屋根修理 

27日 のろま人形上演 

6月 3日 友の会打ち合わせ 

7日 地域振興課展示品借用 

13日 のろま人形上演打ち合わせ 

17日  BSN撮影 

21日 のろま絵画展展示作業 

30日 民俗品借用 

7月 8日  麦僊展打ち合わせ 

10日 のろま人形絵画展最終日 

11日 友の会外清掃、草刈り作業 

12日 のろま人形上演打ち合わせ 

13日 のろま人形上演打ち合わせ、のろま人

形上演会会場作り 

15 麦僊展準備、打ち合わせ。 

消防設備点検 

19日 麦僊展準備 

22日  二十八部衆木像の調査 

30日 新潟日報 取材 

8月 4日 麦僊展テレビ取材 

5日 友の会打ち合わせ 

6日 麦僊展第 2期準備 

7日 麦僊展展示替え 

考古資料貸出し 

10日 展示品返却 

24日 次回展示打ち合わせ 

28日 裂織り作品作り講習会 

29日 デジタルアート展準備 

9月 5日 麦僊展第 3期準備 

11日 デジタルアート展、作品説明会 

13日 水道点検、日報取材 

23日 中学校駅伝大会（トイレ借用） 

25日 停電 

10月 2日 麦僊展、デジタルアート展最終日 

3日 外掃除、デジタルアート展片付け 

8日 裂織り展準備 

9日 夕映え市（無料開放） 

14日 サドテレビ取材 

22日 トキツーデーウォーク（トイレ借用） 

31日 裂織り展片付け 

11月 8日 作品返却、借用 

11日 地区展準備 

12日 ～13日 地区展（無料開放） 

29日 友の会会議 

1月 22日 ～26日 二十八部衆撮影 

2月 23日 二十八部衆展準備 

3月 1日 二十八部衆展開催 

28日 サドテレビ取材 

 

 

【赤泊郷土資料館】 

 記録なし 
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